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Thisstudyisabouttheinvolvementofanordinary

individualinthePhilippinesduringtheMeijiperiod.

JoseMoritaroTagawa,1864-1920,wasawell･known
businessmaninManiladuringtheBrsthalfofthe

Americanperiod･ Thispaperdiscussesthedetails

ofh).Slifeandactivitiesandalsodescribestheearly
JapanesecommercialsectorinManila.

Tagawa'sinvolvementwaspurelyaccidental,as

canbeseenfromhisfamilybackgroundandlackof
education. Itwasthe月exiblenatureofhischaracter

whichenabledhim toadapttoPhilipplneCulture･

は じ め に

本稿は明治期南方関与の事例研究として無

告の民,田川森太郎のフィリピンへの関わり

方 を実証的 に跡 づけることを 目的としてい

る｡ 田川森太郎は1898年から1920年までマニ

ラの日本人商業界の先駆者であった｡ したが

って本稿ではマニラ初期日本人商業の発達 も

併せて明らかにしたい｡

今日までマニラ日本商業の草分けとして田

川森太郎が十分に知られなかったのは研究領

域と資料の制約によるところが多い｡第 1に,

矢野暢によって明治期の南方関与,すなわち
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Hewasthe丘rstJapanesetosettleinManilaona

long-term basisaround1891･ Beingatraderand
JapanesemarriedtoaFilipina,helivedinamulti-

culturalsetting and wasabletolink Filipinos,
Westerners,andJapanese･ Hepioneeredinthe

developmentofJapanesecommerceinManilabut
afterWorldWarIheretreatedfrom theforefront

ofbusinessand theJapanesecommunity･ This

actionseemstobelargelyduetoadeepsentimental

attachmenttoJapan.

庶民の南方関与がとりあげられるまでは研究

対象として掘りおこされなかった｡1)第 2に,

明治期の日本人とフィリピン人の人間交流は

民族主義者を中心にみる傾向があった｡第 3

に, フィリピンにお け る 日本人商業活動は

1903年 (明治36)以降の移民から発達 したと

され,2)スペイン統治末期から1920年ごろま

での日本人商業活動は無視されるか,とるに

足りないとして片づけられてきた｡ ｢1930年

1)本稿で用いる南方関与,南進論の用語の概念は
矢野 【1975;1979]による｡
2)一般的に移民労働者が小資本を蓄積し,大工,
菓子(アパ)行商,氷屋,ハウス･ボーイを経て雑
貨屋や小売商へ発展したというパターンは妥当
である[入江 1943:234-249;Provido 1936:
57]｡
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代以前の日本人といえば,大工やダパオ麻農

民 ･漁夫に代表される｡わずかにマニラ市に

開かれたバザーや写真館は例外的であった｡

何千人という華僑系小売商に比べるとものの

数ではなかった｣tHayden 1972:712]か ら

である｡このため従来の研究は1930年代の日

本人商業を中心にしたものが多い [Guerrero

1966;Provido 1936;Quiason 1968]｡ し

か し実際には1920年までにマニラの日本人商

業は実質的な発達をとげていた [Mendnueto

1934:7-8]｡ その中心となったのがビノンド

区プラサ ･デル ･パ ドレ･モラガ (Plazadel

PadreMoraga)に開かれた田川商店 である

ことはほぼ間違いない｡3)

第 4に,ダパオ日本人移民とその指導者の

太田恭三郎の知名度の高さである｡4)ダパオ

は本質的に ｢日本人の楽園｣であり,日本人

社会建設に貢献 した太田恭三郎の功績はミン

クル (Mintal,Davao)の記念碑 (1926年建立)

が象徴 している｡ しかし,マニラは本来的に

国際都市である｡田川は1893年ごろか らすで

に ドンの敬称で呼ばれ,名の知られた日本人

であった [Radi'caczlon 1893.6.3.付田川の

公文書]｡ しか し日本人の特殊共同体の建設

は意図することをしなかった｡太田恭三郎の

記念碑はいまや朽ちかけているのに対 し,田

川の記念物はマニラに残る教会型の Familia

Tagawaの墓と,それを守るフィリピン人子

孫という生きた証である｡5)

田川森太郎は教育･家柄･資本のないこと,

フィリピンの植民地建設の需要を末端で満た

3)フィリピン商務局国内小売業担当官は,日本人
小売商の最初の店は米債下のエチャゲ街 (Calle
Echague)とトンド区レアル街 (CalleReal)に
出現したと述べているが,どれをさしているの
かはっきりしない[Luz 1934:7]｡

4)太田恭三郎は1876年 (明治9)兵庫県朝来郡竹
田町の地方名家の三男に生まれ,一橋高等商業
を中退後,濠州の木曜島移住に失敗して,1901
年 (明治34) 7月 フィリピンに渡った [井上
1927:290-291]｡
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す役割によって生きたこと,という点では,

1903年 (明治36)以降の移民労働者やからゆ

きさんと同じである｡ 時間的なずれを調整す

れば両者の照準は重なる｡ ただ田川森太郎は

先駆者的実業の民として成功し,半生を異文

化に定着させた人物である点が注目に値する

といえよう｡

Ⅰ 田川 森 太 郎論

1 生いたちと出帆

田川森太郎は1864年 (元治元年)10月10日,

長崎県西彼杵郡茂木村藤田尾七拾六番地,田

川安五郎とヨネの二男に生まれた｡兄弟は兄

茂三郎1859年 (安政 6)坐,弟森吉1871年 (明

治4)生の男ばかりである｡ 家業は農業であ

ったが,詳細はわからない｡

茂木村は16世紀後半,イエズス会の知行嶺

を経て直轄領,天領となり廃藩置県まで御代

官の支配をうけた[片岡 1978:19-23;茂木

町 1958]｡長崎半島の西側,天草灘に面 した

山地傾斜地の茂木村の村民の生活は半農半漁

であったが,山地多 く平地少ない土地の農業

とは商業作物の果物栽培 ･畑作が中心で,水

田は誠に乏 しく,そのありさまは1915年 (大

正4)で ｢生産高年間 1,500石にすぎずして

村内住民,3,4カ月 の需用に充てるにすぎ

ず｣,残りは村外からの輸入に頼っていた[茂

木尋常高等小学校他 1918]｡

当然,扶養人口が増えるはず もない｡1864

年 (元治元年)の茂木村は総数687戸,7,494

名であるが, 1885年 (明治18)では1,758戸

と戸数は倍増をみたにもかかわらず,人口は

7,625名に止まっている｡ 1930年 (昭和 5)

でも1,921戸で,人口は 12,065名と伸び率は

5)田川と妻ビクトリアナ (1945年9月26日死亡)
の墓は北部墓地にある｡ロ-ス大統領やケソン
大統領の墓にはさまれて古色蒼然と建つ｡藤田
尾にもりっぱな墓がある｡孫は3名健在で,い
ずれも社会的に高い地位にある｡
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緩やかである｡

藤田尾は茂木村 の 中で も最南東部に位置

し,中心名の本郷とは難路不通のため直通道

路がない｡まさに陸の孤島であった｡18世紀

中ごろの茂木村は 7名に区分されており,顔

田尾は千々の一部であった｡田川森太郎が生

まれた 1864年ごろには 12名に区分されてい

た｡6)長崎村の外来文化の吸収と開花の歴史

とは無縁の寒村であった｡

藤田尾は平家の落人部落といわれ,田川 ら

の 1世代前まで腰に刀をさしていたという｡

急傾斜地に貝が付着するように家々が海に向

かって建ち並ぶ部落のほぼ中央に,田川森太

郎の生家が現在 も残 っている｡その貧 しく小

さな家屋と対照的に,眼下には小さな入江か

ら大きく拡がる海がみえ,寒村特有の閉塞感

が,海こそが漕ぎ出すべき豊鰻の世界である

かのように促 している｡ 村民には江戸や大阪

へ出稼ぎに行 くよりも,海の道を海外-出る

方がごく自然であったろう｡

このように藤田尾を特徴づけるのは第 1に

自然条件に規定された貧 しさ,第 2に社会経

済発展か らとり残された貧困である｡ これら

は必然的に余剰人口の流出現象を生む.｡水田

の乏 しい経済形態では,農耕社会の秩序は育

ちようもない｡家族を労働力として土地を守

るための家族的紐帯や,儒教的家族観が,千

弟を家に拘束させるようなことはなかったと

いえる｡出稼ぎこそが家族を守る道であった｡

森太郎の父安五郎はいつのころか らか,藤

田尾を離れており,1894年(明治27)6月16日

58才で亡 くなるまで,家族の面倒はろくにみ

なかった｡ 見茂三郎 も父に似た道楽者で1879

午 (明治12) 5月13日付で分家 したものの,

妻子を残 したまま佐賀に出稼ぎに行き,そこ

6)1770年 (明和7)には本郷,飯香蒲,木場,冒
上,宮摺,大崎,千々の各名がある｡1874年
(明治7)にはさらに太田尾,田手原,十郎,
早坂,北浦 (元木場),藤田尾が加わっている
[茂木尋常高等小学校他 1918]｡

に住みついて しまった｡森太郎は成功 したの

ちにこの事情を知 って兄を ｢兄弟 じゃない｣

と嫌 っていたという｡生家に常にいたのは母

ヨネと祖母だけであった ｡7)

男兄弟の二男の運命で, 11才の森太郎は

1874年 (明治 7)8月 2日,養子に出ている｡

養家は藤田尾の南へ 2km ほど山越えをした

隣村の漁港の村,為石村百九拾番の船大工中

川三次である｡明治初めの為石村 といえば漁

業の好景気で沸き,｢金を借 りるなら為石に行
け｣といわれたという｡船大工は当然人手を

要 したのであろう｡為石村の好景気は明治末

期には消え,負債の村 と化す [為石尋常高等

小学校 1918]｡ しか しこれは 田川の 出帆の

はるかのちのことであるか ら,出帆の原因に

は考えられない｡

森太郎の養子縁組が大工見習いという形の

労働力の確保のためだとしても,これは手に

職をつける堅実な生き方であったことは間違

いない｡三次には森太郎を養子にとった 1カ

月後に長女モ ミが,1881年 (明治14)に次女

ミチと,女ばかり生まれ,長男三市は森太郎

の出帆後と思われる1885年 (明治18)に生ま

れているので,三次としては跡とり養子にと

考えていたか もしれない｡ いずれにせよ,森

太郎には将来一人前の船大工になる道は確保

されていたのである｡

そこで森太郎の'出帆の動機には次の二つが

考えられる｡ 第 1は経済的上昇である｡ 伝聞

によれば,長崎港で修理に出向いた外国船の

船員のもつ金時計の鎖をみて,海外 こそが金

儲けの場と考え,頼み込んで船員となって出

帆 したという [渡辺 1935:40]｡周囲には誰

ひとり告げなかった｡ しか し森太郎はすでに

大工として安定 した道を歩んでいた し,実直

に修業すれば将来の棟梁-の道は開けていた

7)三峰重三郎 (田川のいとこで乙吉の弟)のイン
タヴュー (1977年11月21日),村上きみ (田川
の姪)のインタヴュー (1977年11月20日)｡
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のである｡決 して無頼漢や食い詰め者ではな

かった｡ つまり,田川は国内では満たされな

い飛躍的で自由な経済的上昇を海外に夢みた

のであり,その点で明治期南方関与の個人的

ロマンチシズムが支配 して いたといえ よう

[矢野 1979:58-60]｡

第 2の動機は徴兵忌避であったと考えられ

る｡周知のように,1872年 (明治 5)11月28

日発布の徴兵編成並拠別にもうけられた各種

の徴兵免除項目は,金持の子弟に有利であっ

たので,貧乏人の二,三男ばかりが徴兵され

る現象がおきた｡さむらい魂などもち合わせ

ない庶民は庶民で忌避のあらゆる手だてを講

じて逃れた｡養子縁組は庶民のとり得る数少

ない方法であった｡ 森太郎の養子縁組が1874

年(明治 7)であることは決 して無関係とは思

われない｡ところが,政府は1882年(明治15),

免除規定の廃止に踏み切った [松下 1907:

26-34;1955:562-563]｡ 森太郎は当時18か

19才で,徴兵年令は20才であったから,年令

的にも,伝聞にも符号する｡事実,母 ヨネは

行方不明の森太郎の徴兵忌避の罰金 らしき金

を支払っていたという｡8)

2 無告の民

金持になりたいとか徴兵を逃げまわるとい

う庶民の青年 らしい単純な動機を,明治初め

の日本の近代化の端緒の時期に照 らして考え

る時,指摘 しておかねばならないことは,田

川森太郎には初歩的教育が全 くなかったとい

うことである｡ 無教育は当時としては珍 しく

もなかったことであるが,1864年生まれの男

子がひらがなの読み書きの機会に恵まれなか

ったことは,その時代の個人の生涯に大きな

影響を与えたと考えてよい｡教育がないこと

の意味が田川森太郎の生涯の行動を大きく規

定 したといえる｡

幕末か ら1872年(明治 5)の学制令までの庶

8)三峰重三郎のインタヴュー (1978年4月3日)｡

390

民教育の普及の高さが,日本の近代化に果た

した貢献はよく知 られている[ド-ア 1970;

石川 1929;Dore 1962]｡

江戸期の藩校,郷学 ･寺小屋教育と明治の

公立教育は目的の上で同じ連続線の上にあっ

た｡藩や国は経済社会発展の人材養成の手段

として実学教育を奨励 した｡ ことに実学が庶

民の子弟に強調されたことにより,教育は庶

民の経済社会的地位の上昇の有効な手段とな

った｡教育は出自に加えて能力判定基準の重

要な要因となったのである[石川 1929:230;

Dore 1962:84]｡

幕末の就学年令の男児の約半分は,何 らか

かの初等教育をうけていた｡9)

逆説的にいえば,全国の約半分の男児は初

歩的教育 の機会 を享受 しなかったわけであ

る｡江戸や大阪･京都の就学率の高さに比べ,

北部と九州は非常に遅れ,1884年 (明治17)

の鹿児島では自分の名前が書けない者が81%

もいたという [ド～ア 1970.･300]｡ 地方の

僻遠地なら就学率はもっと低かったはずであ

る｡ 寺小屋の開業 ･廃業が米の豊作不作に帰

因する米価と相関するという仮定が正 しいと

すれば [石川 1929:396-405], 貧 しい藤田

尾に寺小屋がなかったと考えても不思議はな

い｡寺小屋 ･郷学の発達の論理的根拠は,極

貧の庶民の子弟でさえ,一通 りの教育をうけ

ねばならないというものであったが,田川森

太郎 らはそうした公立教育的思想の恩恵か ら

はずされたのである｡10)

9)幕末 (1868年)の児童就学率は全国平均推定で
男児43%,女児10%である[ド-7 1970:299,
付録,幕末における就学状況]｡藩校の57%が
藩士子弟以外の入学を許していたという[石川
1929:195101873年の6-13才の就学率は男児
40%,女児24%,1875年では54%,19%である
[ド-ア 1970:295]､
10)明治に入っても同様のことがいえる｡例えば,
千々と藤田尾の境界に建てられた千藤小学校は
設立が最も遅い上,ドーアによれば,隣接校区
を合わせた新小学校は遠くなるため必ずしも就
学率を増大させたとは限らない,と述べている
[ド-7 1970:295]｡
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以上のことが意味するところは,第 1に,

通常の教育を手段とした社会経済的上昇は望

めないこと,つまり立志伝中型の立身出世以

外に社会経済的上昇の道は開かれていないと

いうことである｡ 11才で大工見習いに出た者

の40年後は一介の大工で一生を終える運命に

あった｡第 2に,実学教育の精神であった実

践道徳教育を うけなかった ということであ

る｡ 実学教育は基本的には江戸教育の延長で

あったから,個人の日常生活規範として実践

道徳を学ぶ場でもあった ｡ 寺小屋訓戒集や郷

学の ｢民の一生の心得｣は石門心学や報徳運

動の流れをくんで,勤勉, 倹約, 忍耐, 脂

従,孝行などを教えた｡この教えの真髄は,価

人の貧困や困難はこれらを守ることで克服で

き,富や幸福がもたらされるという実践的効

用にある｡

日本の近代化に及ぼした実践的道徳教育の

影響は,技術や知識それ自体よりはるかに重

要である｡ 個人を国家に一体化させる上で有

効に作用 した｡ つまり,明治の国家教育は,

個人に対する効用を説 く実践道徳律の基盤の

上に,国家の富と幸福を結びつけた｡そこで

実践道徳教育は衰退するどころか,役割を得

て国民の末端にまで確立されてい く｡11)

寺小屋教育程度の教育をうけなかったから

といって,必ず しもある個人の生活規範が実

践道徳に基づかないとはいい切れない｡ しか

し,田川森太郎が養家先や実家の事情を考慮

せず出帆 したこと,勤勉実直を信条に忍耐 し

て大工として生きようとしなかったことだけ

は確かである｡僻地の村落の生活規範では,

自然に日本という民族国家観をはぐくむこと

もなかったに違いない｡マニラで成功 してか

らも,｢日本のために｣｢日本人として｣とい
う道徳律を周囲に説 くようなことは全 くなか

ll)1872年 (明治5)の学事奨励に関する被仰出書,
1879年 (明治12)の教育大旨,1885年 (明治18)
の国体教育主義など｡

った｡12)む しろ実践道徳観か らある程度自由

であったことが田川の実際的行動を可能にし

ていたと考えられる｡

第 3に,寺小屋教育程度の読み書き能力の

有無は異文化の中で生活向上をはかる才覚や

智恵に関係 しないことである｡ 異文化の中で

｢いろは｣を知 らぬことは,異文化の現地語

の学習能力のないことに比較すれば,あまり

障害ではない｡ もちろん知識人やエ リー ト層

の場合,教育による思考能力や知識力の啓発

は異文化においても不可欠である｡とりわけ

日本国家やH本人社会-の貢献と還元をめざ

すためには,高い教育が有効である｡

以上の点を踏まえて,同 じ島崎出身者で年

令 も一つ違いの菅沼貞風と田川森太郎を比べ

ると,フィリピン-の関わり方の鮮やかな相

違に驚かざるを得ない｡

田川 も菅沼も長崎で貧困に育ち,まわりま

わって同じころ,マニラに渡った｡ しか し,

両者の出自と教育13)の圧倒的な違いから,彼

らのフィリピン-の関わりは経緯と目的を全

く異にしている｡

菅沼のフィリピン行きが明治期南進論の実

践の前準備であったことは1889年 (明治21)

6月1日に書かれ,昭和15年になって世に紹

介された ｢新日本図南の夢｣に明らかである｡

同論文は題名に違わず,おそろしく非現実的

かつ壮大な南進構想である｡14)しか し菅沼の

12)渡辺勝頼 (元田川商店社員)甲インタヴュー
(1977年10月4日)0

13)菅沼貞風 (貞一郎)は田川より1才若く,1865
年 (慶応元年)3月10日,平戸の松浦肥前藩士
菅沼量平の長男に生まれた｡父は文武に通じた
人物で,貞風は陽明学の楠本端山に師事したの
ち,松浦詮公の旧藩校猶興書院に16才で入学,
中退して働きながら 『平戸貿易誌』を著した｡
さらに1884年東京帝国大学に入学し,卒業論文
に ｢大日本商業史｣を著した｡
14)日本を欧米列強なみの世界の貿易国にするため
の諸政策の一段階として,｢しばらく他国人に
預けてあった日本の新版図｣である南洋-日本
人の移住 ･殖民 ･通商をおこそうとする構想
[菅沼 1940:644--663]｡
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夢の中の南洋やフィリピンは, ｢眠れる象｣

の中国観とは反対に,御しやすい資源豊かな

国にすぎず,欧米支配から日本支配へタライ

まわしされる客体にすぎない｡土地や資源が

主体であり,かけ橋となる日本人移住者やフ

ィリピン人の生活 ･文化-の視座は構想から

欠落している｡ したがって,1889年 (明治22)

4月の菅沼の渡比の目的は,短期の現地調査

の結果を建白書にして日本政府に政策提言をl
行うことであった｡マニラ日本領事館内の一

室で,病後の身をも省りみず,日本人ペース

をそのままに日夜調査研究に奔走 した結果,

3カ月にして客死する｡ あまりに目的合理的

な行動と人間生活文化-の視座の欠落とが,

菅沼の死に関係がないとはいい切れない｡

では,田川はどのようにしてフィリピンへ

渡ったのであろうか｡出帆後の田川はスクー

ナ-船に乗り込んであちこち航海 したのち,

運河建設工事で賑わうパナマで酒場のボーイ

になったという｡ 仮に1882年 (明治15)か,

その翌年に日本を出たとすれば,当時の主な

商船の72.9%はまだスクーナ-船やクリッパ

ー帆船であったし,1890年 (明治23)ごろで

も54%を占めていたので [杉浦 1979:183],

田川が大洋を巡航 していたことは十分考えら

れる｡パナマ運河工事は1881年(明治14)に開

始されたが,黄熱病の猛威と財政難のため8

年後に中断された [山口 1980:69-105]｡ し

たがって田川がパナマでマラリアにかかって

放置されたという話も [渡辺 1935:40],時

期的にちょうど符号する｡パナマから和蘭船

に乗って見知 らぬ土地へ上陸したのは1890年
(明治23)であったという [南洋年鑑 1918]｡

そこがフィリピンのパナイ島イロイロ(Iloilo,

Panay)であることは上陸後に知ったのであ

るから,フィリピン-渡ったのは全 く偶然で

あって海の道の漂流物のごとく流れ寄ったに

すぎない｡南進論者の ｢南へ南-｣からは最

も遠いところに位置する｡

392

イロイロ上陸後,最初に出会ったフィリピ

ン人がたまたま船大工であったので,身振り

手振りで自分の大工の腕をみせ相手に受け入

れられたという [渡辺 1935:42-43]｡ イロ

イロには 2年弱滞在 したといわれるが,正確

なところはわからない｡田川森太郎が初めに

フィリピン人社会に受け入れられた要因は,

言葉でも地位でもなく大工の技術であったこ

とは注目に値 しよう｡

このように菅沼貞風は一時滞在にもかかわ

らず,偉大な著作と南進思想と悲劇的な死に

よって後世に南進論者の名を残 した｡田川森

太郎は延々と生き延びて,フィリピンに根を

はり,菅沼の夢みた通商を実践したが,全 く

日本に知 られることはなかった｡歴史の流れ

のエネルギーである庶民の軌跡には,自己の

存在を誇示するものは何一つなく,わずかの

痕跡こそが相応 しい｡

Ⅲ 明治20年代のマニラの日本人

1 笛吹けども踊 らず

明治20年代の日本とフィリピンの交流は少

なく,ために日本政府は通商拡大をめざして

基盤づくりに熱意を示し始めた｡

その最大の表明である1888年 (明治21)12

月29日のマニラ日本飯事館の開設には二つの

働きかけがあった｡一つは1886年 (明治19)

に開設されたスペイン領事館の働きかけ,も

う一つは同年 3月12日,日本政府の命をうけ

て20日間のフィリピン調査を行なった南貞助

香港領事の勧告である｡ いずれも基本的には

通商拡大,貿易促進を目的としたが,スペイ

ン政府は移民導入も考えていた[奥田 1968:

210-215;∫.M･F.A･3.8･2･14.比律賓-]｡

南領事は井上外務大臣への報告書 (1886年

7月 9日付)ならびに南洋貿易拡張意見書(同

年 9月25日付)の中で,マニラに日本領事館

開設の必要を強 く進言 した｡それは ｢今日迄
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日本人 ヲ雇 ヒ其ノ業 ヲ振起セシメント欲スル

モノナキ-元来西粧牙人等唯夕支那アルヲ知

リテ日本アルヲ知 ラス現二日本陶器銅器等 ヲ

買フモ支那産ニシテ支那 ヨリ乗ルモノ ト信 シ

日本-何地ニアルヤヲ知 ラサルモノ多シ｣[同

上書 :214]という実状に鑑み,このままでは

日本人の活動や日本の存在は望めないと考え

たか らである｡

サンバ ロク区 サ ンタ ･メサ街 3番 (Sta.

Mesa,Sampaloc)に開設された日本領事館は

1893年 (明治26)に一時閉鎖されるまで 5年

間弱続 く｡併置された日本商業館には ｢本邦

ノ織物外各種商品見本｣が陳列され, 円本政

府や各県の意気込みが窺われる｡そして日本

の知識人や政治家の間に海外殖民事業と商権

拡張の積極論が風歴していた｡ しか しながら

こうしたエ リー トの熟は,17カ月のフィリピ

ン滞在中,マニラから1歩 も出なかった初代

領事谷田部梅吉の,露骨なフィリピン人と文

化-の侮蔑と偏見が語 っているように,フィ

リピンの生活文化や人間に対する関心の高揚

ではなかった [谷田部 5:13-19]｡すなわち,

相手国の領土と資源を日本の経済権益をはか

るにどのように利用するかという関心であっ

た ｡

1888年 (明治21)当時の在留邦人はたった

35名で,公務 2名,領事 2名を除けば,商用

4名,軽業師12名,水夫15名である｡ 大半は

一時滞在者であったろうが,中には10数年以

来マニラにいた人や, ｢明治 6年頃渡比 した

大阪の手品師｣ などもいたようである [同上

論文 3:5]｡

H本人の軽業師の海外興業は慶応年間に始

まったが [飯野町史談会 1977:83-86],フィ

リピンのように興業 らしきものがないところ

では新聞紙上に ｢日本人アクロバ ット｣の宣

伝が出ると, ｢大阪の千日前ならば 1鏡5厘

位｣のものが ｢50鏡にて｣, それでも ｢総督

など馬車を駆 って来観す｣るありさまであっ

た [大阪毎 日新聞 1898.7.10.;M.T. 1903.

7.3.]｡

当時,日本人でマニラと直接貿易にかかわ

っている者はひとりもな く,直航路の船便 も

なかった [谷田部 7:51]｡このため日本郵船

は1890年 (明治23)12月,神戸一長崎一福州

一度門一馬尼刺に毎月 1往復便を就航させ,

尾張丸を配 して同社初の南方航路を開いた｡

しか し,その成果はほとんどなかったようで

ある [日本郵船株式会社 1935:86]｡15)

服部徹が 『南洋策』を著 して,通商貿易の

新天地 ｢フイリピーヌ群島｣の紹介に努めた

のも政府 の通商政策 に沿 うためであった｡

｢我 日本帝国二近適 シテ親密ナル関係 ヲ有ス

ル群島｣では, ｢今ヤマニラニ-我領事麻ア

リ,貿易商票ノ保護ヲ得-キ官衛ノ設ケ-,

南洋群島中濁 り布畦 卜呂末アルノミ｣である｡

にもかかわらず｢未夕一人ノ商雷移民 ヲ見ス｣

｢我商責-何力故二眼前此ノ好華主 ヲ疎 ンス●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ルヤ｣ ｢マニラノ市中二我商館ノ其軒 ヲ列-●● ●●●●●●●●●●●●●●●●
ンヲ希望シテ己マサルナ リ｣と訴えた [服部●●●●●●●●●●●●
1891:48-49]｡ぬかりなく貨物輸送には日本

郵船の日本一マニラ定期便の利用を勧め [同

上書 43],商貢移民が信用を得て平和的に殖

民事業を拡張するよう説いている [同上書 :

120]｡

また,殖民に熱心な榎本武揚外相の意をう

けて1892年 (明治25), フィリピンが日本人

の移住地として適するかどうかを調査 した佐

野常樹は,スペイン統治 ･教会支配をフィリ

ピン人の立場か ら冷静かつ厳 しく批判 した｡

佐野は,天然豊能の富を有すフィリピンが商

工農業のいずれ も振るわず,フィリピン人に

｢憤潜の状を見｣た結果,政治兵略上からみ

て日本が殖民をおこすことは ｢最 も今日の急

務にはあらさる可きかと考ふ｣と結論 してい

る [佐野 1892:19-32]｡

15)尾張丸は日清戦争中徴用された｡明治30年9月
この南洋航路は廃止された｡
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表 1 明治29年9月10日付マニラ在留日本臣民10名の連署

氏 名 本 籍

中野 牧太 贋島麟沼田郡安村大野百十四番

櫓山甚兵衛 虞島解虞島市鍛冶屋町百七十四番

石川麟太郎 鹿島麻贋島市小網町三十六番

富岡卯七郎 兵庫麟姫路市戸軒町百二十四番

松下 桂造 大坂府河内園君江郡曙川村大字東
弓削二番

篠原 耕六 大坂府堺市市乏町西二十九番

増田徳次郎 香川麻讃岐園那珂郡榎井村字倉中
ノ町百六番

中川森太郎 長崎麻西彼杵郡茂木村藤田尾

杉野宗太郎 長崎麻南高来郡島原村二十四番

杉野長十郎 上 同居

職 業

海外貿易会社支配人

海外貿易会社書記

海外貿易会社書記

大井 卜新1)代理人

飯島2)マニラ支店員

飯島マニラ支店員

飯島マニラ支店員

生 年 月 日

安政六年七月十一日

嘉永三年八月

慶応元年十一月二日

慶応三年七月十一日

元治元年十一月二十三日

明治九年五月二日

分身

族

民

族

族

民

士

平

士

士

平

士族

明治十三年六月三日 平民

元治元年八月3) 平民

明治元年四月 士族

明治三年七月 士族

1)大井 卜新 (大坂市平野町四丁目九十二番)

2)飯島商店 (大坂市松島町二丁目)
3)正しくは十月

出典 :J･M･F･A･[5･2･1･9･米西戦争一件 第1巻 ｢馬尼刺在留帝国臣民中野牧太外九名ヨ))ノ来
簡写｣]

こうした スペイン統治の横暴さは1893年

(明治26)の鈴木成章書記生 も享報告 している｡

鈴木は日本人移民をスペイン官憲の支配か ら

保護するには相当の覚悟を要するとして,移

民には消極的である [入江 1943:ユ13-114]｡

これ ら政情不安を反映 して,フィリピン在

留邦人は減少の一途をたどった ｡ 谷田部領事

が帰国したのち,1890年 (明治23)12月31日

現在では,公務 2名のみ,翌年の12月31日現

在では公務 2名,商用 2名,ブラカンにその

他 1名の計5名である [J.M.F.A.7.1.5.4.
海外在留邦人 ;東邦協会編集部 1891:14-

22]｡当然,領事館に登録 しなかった者 もいた

であろうか ら,実際の人数はこれより多かっ

たであろう｡例えば,1893年 (明治26)11月,

横浜貿易会社が送 った30名の日本人電気職人

は [杉野 1895:124],領事館が政情不安と,

日清問の戟雲の急迫のため前月26日に閉鎖さ

れたので,記録されていない｡マニラに電力

発電所が設備され一部送電が開始されたのは

394

1893年のことであるか ら[Ellis 1899:152],

彼 らは配線工であったらしい｡後述する外人

登録証のい く人かは電気職人であることもこ

の事実を裏付けている｡

マニラ領事館閉鎖中は香港領事の管轄下に

入 った｡表 1にみるとおり,1896年(明治29)

9月10日現在のマニラの商業関係者で名前の

わかるもの10名,同年10月15日付清水香港領

事の報告では在留邦人は9名にすぎない｡商

店では海外貿易会社 (または日本バザー),

飯島商店 (または大阪バザー), 大井 卜新 の

出張員が滞在 していた け.M･F.A･5.2.1.9.

米西戦争一件]｡

清水香港領事の勧告で10月23日,領事館が

再開されたが,16)12月31日現在の在留邦人登

録数は公用 2名,商用 5名と相かわらず減少

16)閉鎖と再開の年月日は SanielF1963:137]に
よった｡『比律賓年鑑』第11-第15年度は,お
のおの9月13日閉鎖,10月26日再開としている
[比律賓年鑑 1936-1939]｡
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している[J.M.F.A. 7.1.5.4.海外在留邦人]｡

日本側の官民の努力にもかかわらず,笛吹

けども踊 らず,スペイン統治末期のマニラ在

留邦人数は一向に増えなかった｡これと対照

的なのは,後述するようにアメリカのフィリ

ピン領有と同時に日本人の流入が激化 したこ

とである｡ このことか ら進出には進出先の経

済的機会と吸収力ならびに政治的安定が必須

条件であるといえよう｡

これら少数の在留邦人の中に,田川森太郎

は,1891年のブラカン居住のその他 1名,お

よび1896年の10名のうちのひとりとして登場

しているoさらにその存在を立証するのは,

フィリピン国立公文書館所蔵の外人登録記録

の日本人の部, 189ト1898である｡ 公文書は

一部が残存 しているにすぎないが,不鮮明の

ものと非該当者を除いて43通あり,合計31名

の在留邦人の氏名を知ることができるo 表 2

は31名を年月順に リス トしたものである｡最

も古い記録は,1891年 (明治24) 9月 7日付

中川森太郎の外人登録発効 (9月 4日)につ

いてのフィリピン総督府の通知で,ブラカン

のボカウ工の査証印がある｡関川関係の文書

は 7通あって最 も多い｡最 も古い文書のみが

中川姓で,1893年 6月 3日付の 1通,1897年

の5通はいずれ もホセ ･モ リタロウ ･タガワ

である｡1897年 2月 7日付の滞在継続願いの

査証申請と5月28日付の田川の外人登録証紛

失届ならびに再申請願には自筆の署名がみ ら

れる｡ 後者は手慣れた代筆でおそらく妻か身

内の者が書いたものであろう｡ 前者には ｢ホ

セ ･モ リタロウ ･タガワ,日本国民,35才,

ローマン･カ トリック,既婚, ビノンド区プ

ラサ ･デル ･パ ドレ･モラガ8番に居住する

商人｣と明記されており, 6年前のブラカン

居住時代よりはるかに鮮明な姿をあらわ して

いる｡ 6年間の田川の経験を述べる前に,表

2の31名について触れておきたい(｡

表 1と表 2の氏名を比べると,共通 した人

物と思われるのは 田川 (中川), 富岡卯七郎

(卯次郎), 篠原耕吉 (耕六), 杉野長十郎 ら

だけである｡ 表 2の1897年 (明治30)の邦人

のい く人かは坂本志魯雄の報告 [尾崎 1932]

の随所にあらわれる｡17) 田川のいとこである

三峰乙吉は1897年10月24日,27才で入国した

ことがわかる｡ また前述 した電気職人たちは

サン･ミゲ-ル区ウリィウリィ街16番に集団

て外人登録を している｡フィリピン調査に出

向いた清水香港領事と楠瀬陸軍中佐変名 K.

ヤマダの1896年10月 3日付記録 もある｡

これ らの在留邦人のうち,フィリピン革命,

米西戦争,比米戟乱の激動期から,アメ リカ

の民政期以降まで一貫 して定住 した者,とく

に商人はほとんどいない｡1899年 (明治32)

12月31日現在のルソン島在留邦人の90名のう

ち,81名が男子で,内訳は商用は28名,公用

3名,留学 1名,その他である｡ 商用28名の

うち,何名がフィリピンの歴史的変動を終始

見守ったのであろうか｡

これを知るために,1905年度と1906年度の

｢マニラ, イロイロ, セブ案内｣(以下 ｢マ

ニラ市案内｣) [RosenstockPublishingCo.
1905良 1906]の約 13,000名の商業関係者か

ら,日本人のみを抽出してみると,表 3の52

名が得 られた｡表 2と表 3に共通する日本人

は田川森太郎と三峰乙吉である｡表 3の主な

商店は,三井物産,日本バザー,マニラ ･バ

ザー,田川商店で,表 1のスペイン統治末期

の商店とは違 っている｡ もっともフィリピン

国立公文書の記録 も ｢マニラ市案内｣ も日本

人の一部にすぎないので,1903年(明治36)に

約 991名18)という在留邦人の数を考えると,

17)例えば田川のほか,前川新八郎,泉谷桔次郎,
篠原耕吉,富岡卯次郎,三峰乙吉らである｡

18)1903年のPhilippineCensusでは721名,同年6
月30日現在の在留帝国人員表では991名である
[J.M･F.A.7.1.5.4.海外在留邦人]｡
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蓑2 フィリピン国立公文書館の外人登録文書 (日本人の部)による在マニラ日本人,189ト1898

年 ; 月 日 氏 名

1893
(明26) JoseMoritaroTagawa

年令 l 住

1894
(明27)
1

Fukuzawalosaburo

XawashitaKumezo

MizunoKanekichi

Nomura Bunzo

YagishitaFusanosuke

Yeharalchigoro

[]susaki[]jiro

1895
(明28) 2･ll ;KawashitaKumezo

:MizunoXanekichi

;YeharaEchigoro

4

6

1

1

日
リ
‖
リ
2.15

9.17

9.22

9.26

10. 310. 3

YamaguchiGunsei

YamadaK.

KawayYoochitaro

SuginoChugiro

Har乱As乱Har乱As乱

Shimizu∫.

YamadaX..

26

】 文 書 【

~ 二 二∴ 三~ ∵~

外人登録通知

16elbarriodetJliuli,St.Miguel

38 !5C4a.TeaUcl芝ll?,"S:.CVMaigEuごita

ll

器 差 :;:;::…uu:::≡:::……:;;
126 ;CalleUliuli,St.Migue1

47 !call｡U叫 St.Migu｡1

26 ;16CalleUliuli,St.Miguel

外 人 登 録 ;商 人

外 人 登 録 !電気 職 人

l
芸 芸 蓋 ≡ 闇 芸

カ ビテより
入 国

…56LaCalledelaConcepc10n,Sta.Cruzr1

40 !9LaCalleUliuli,St.Miguel

1

31 E93LaCalleGalvery,Binondo

28 E93LaCal】eGalvery,Bin｡nd｡

24 t8dePlazadelMoraga,Binondo

HoteldeOrienteHoteldeOriente

紺

t

1-l

l

D

D

T

T

T

T

T

DD

D

D

D

人

人

人

人

職気

商

電

商

商

録

録

録

録

登

登

登

登

人

人

人

人

外

外

外

外

外外外外 登

登

登

登

人

人

人

人

鍾

録録録

外 人 登 録

外人登録通知

D

D

D

D

T

人

人

人

員杜

商

商

商

会

淋
卦
7

･}

7
雪
冷

)

8騨
3
亜



1898
(明31)

KamiHicosiro

SuzukiTokutaro

･SuzukiUnosuke

1.19 KamiHicosiro
!suzukiTokuta,.

2. 7 JoseM.Tagawa

2･ 9 ;JoseMtTagawa

6･4 :JoseM･Tagawa
2･ 4 iNiyamaKoghiku

5･20 ;ShinoharaKokichi
4.30 IzumiyaSeijiro

9. 2 MaegawaShimpachiro

10.30 MitsumineOtokichi

ll. 3 iMitsumineOtokichi

12･30 jYchikawaShigetaro

1 . 3 rYchikawaShigetaro

*D:Domiciliado,T:Transiente
出典 :Radicacio71より作成

20

26 ;Serunan.∫.,Sta.Cruz

3ReinaRegente,Binondo3ReinaRegente,Binondo3ReinaRegente,Binondo

24 1

1

イー､′11

外人登録

外人登録通知

書紛失再交付願
弓紛失再申請額

!再交付通知

j外人登録通知

ぎ外人登録申請
r外人登録受取

;入 国

tL外人登銅 請

外 人 登 録

;外 人 登 録

j外人登録申請

1外人登録通知

.外人登録受取

!外人登録申請

外人登録受取

家事使用人

商 人商 人商

員員且員員入

社杜社社社

会会全会会商

DD

D

D

叫
jH
:
米
療
T
7
--

仙
㊦
営
避
EI耕
>
轟
米
.

)898･4920



氏 名
AkiyamaJwao

Araki,Hyakuzoo

Dobashi,E.

Fukuchi,S.

Fukushima,Y.

Hashimoto,M.

Hashimoto,Onji

Hayakawa

Hayashi)M ichio
Hiramoto,O notaro
H isatomi,Shosuke

lhara,Iyekichi

lizuka,K.

Ishikaw a,J.

Ishizu,F.

Ishizuka,S.

Itoh,班.

Itoh,K.

Josen,Kasuzo

Kametaro,0.

Kamlyama,Tomy

Kashiwagi,Sangoro

Kawada,T.

K im ura,Tsur叫lrO

Kom azaki,Kokichi

M inami,K.

M itsum ine,Otokichi

M iyamoto,Sannosuke
M iyoshi,T･

M ori一九4iu ra

Muraoka,Ihei

Nakamura,S.

Nakao,H.

Nakayama,S.

Narita,Goro

Narita,J.

Narita,M.
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蓑 3 マニラ主要日本人商業関係者 リス ト,1905-1906

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
○

○

職

clk/PostOfhce

tattooer

clk/MBK

mgr/BazaarJapones

clk/BazaarJapones

massage

physician

prop/MikawayaHotel

莱

clk/BazaarManila

prop/Manilaliazaar

casher/KansaiBank

casher/bookkeeper/BazaarJapones

act.mgr/MBX

poultryfarmer

elk/BazaarJapones

assis/MBK

assis/MBK

actingConsul

prop/JapaneseBoardingHouse

Japanesegrocer

icecream,prop/carriagefactory

sales/BazaarManila

watchmaker

prop/BazaarJapones

elk/BazaarJapones

assis/MBK

clk/Tagawa& Co.

mgr/JapaneseLaborCo.

elk/MBK

mgr/Miura-Mori& Co.

Japanese良Chinesegoods

insprDiy.,C.H.

OjO iacratedwatermanuf･
o! ;submgr/MBK
r

oroとJapaneseConsul

拍 慧 :aa崇 ,r
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住 所

19Mendoza,Quiapo

46Carriedo,Sampaloc

330GralSolano,SamMiguel

18PlazaMoraga,Binondo

266Alix,Sampaloc

21Mendoza,Quiapo

13Tortuosa,Sampaloc

96Dulumbayan,Sta.Cruz;
67AIcola,Sta.Cruz;
28Concepcion,quiapo

186ReinaRegenteプBinondo

186ReinaRegente,Binondo

245SamMiguel,SanMigue1

266Alix,Sampaloc

330GralSolano,SamMiguel

12Solis,Tondo

266Alix,Sampaloc

330GralSolano,SamMigue1

776Iris,Quiapo

47Mendoza,Quiapo

88Ali又,Sampaloc

116Ali又,Sampaloc

186ReinaRegente,Binondo

84Ali又,Sampaloc

18PlazaMoraga,Binondo

266Ali又,Sampaloc

330GralSolano,SamMigue1

26PlazaMoraga,Binondo

95Dlllumbayan,Sta.Cruz

165Marquez,Quiapo

10Marinque,Sampaloc

19Lavanderos,SampaloC;
40SamJose,Binondo

17Bustllos,Sampaloc

776Iris,Quiapo

24SamRo句ue,Sta.Cruz

229Real,tnt.
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Ohta,S.

Okawa,S.

Okumura,Sadataka

SamaJlma,W.

Shimokuni,I.

Sugihara

Sugimoto,Kakuri

Suzuki,Saisho

Tagawa,Moritaro

Tarkeshita,S.

Taketomi

Uzuoka,H.(Mrs.)

Yamamoto,GonglrO

Yamamot()

Yonetsu

商 店 ･会 社 名

JapaneseBank
(KansaiBank)

JapaneseBazaar
(Bazaa r Japones)

JapaneseLaborCo.

JapaneseLabor&
ContractorCo.

丸IanilaBazaar

MikawayaHotel
m4itsuiBussanKaisha
(MBK)

MoriHayakawa

Mori-M iura&Co.

NipponYu senKaisha
S.()hta

Tagawa& Co･

TheNewJapan

ToyoKise1-Kaisha

開

5
llll

contractor&JapaneseLaborAgency

clk/BazaarJapones

physician

propノNipponRestaurant

Lprop/TheNewJapan

o 甘 icec,Cam ｡a,10,

0.1i3 ipmhgyrs/i;i:gnawa良 C..
二二‥二三

lll

'｡ 局 S竺二 _____

ll

maSSage

ll

26-28PlazaMoraga,Binondo

38Gastambide,Sampaloc

28Lardizabal,Sampa.loc

121Alix,Sampaloc

116Alix,SamPaloc

107Azcaraga,Tondo

103-105Azcaraga,Tondo

23Marinque,Sampaloc

289Segundo,Tondo

330GralSolano,SamMigue1

330GralSolano,SamMiguel

161Marquez,Quiapo

57Carriedo.Sta.Cruz;
10Marinque,Sampaloc

161Marquez,Quiapo161Marquez,Quiapo

住 所

96Dulumbayan,Sta.Cruz

01SannosukeMiyamoto
0 ! !Misaka(pres･)& S･Hashimoto(mgr.)

○;OnotaroHiramoto
o ! Ha.yakawa

l

O ≒O import&export良coalmerchant

l

o : ca,penter

〇 ･Cia.MaritimaAgents/shipping

出典 :RosenstockPublishingCo･【1905良1906]より作成
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96Dulumbayan,Sta.Cruz

276SamSebastian,Quiapo

36PlazaMoraga,Binondo

28Conccpcion,Quiapo

330GralSolano,SamMigue1

49Gastambide,Sampaloc

165Marquez,Quiapo

319M.delRey,Binondo

26T28PlazaMoraga,Binondo

26-28PlazaMoraga.Binondo

116Ali又,Sampaloc

18Ⅰ'lazaMoraga,Binondo
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50数名の例か ら断定することは難 しい｡19) し

か しスペイン統治末期か ら定住 した主な日本

人商業関係者ならば,｢マニラ市案内｣か らお
ちることはないと考えられるので,マニラ商

業 日本人と商店に関する限 り,アメリカのフ

ィリピン領有を境に顔ぶれは入れかわったと

いえよう｡ つまり田川森太郎が引き続いて居

住 した最 も古い永住者ということになる｡

2 ブラカンの- 日本人

それではイロイロに流れ着いた田川森太郎

がマニラの商人 となるまで何 を して いたの

か,断片的資料をもとに辿ってみたい｡

ブラカン州ボカウェ(Bocaue,Bulacan)時

代の田川について,杉野宗太郎が次のように

証言 している｡マニラを去る6里ばかり先の

村に,5,6年前か らひとりの日本人が土人を

婦にして百姓を している｡ ｢中川森太郎とい

う｣元 ｢長崎の大工｣で,その人は ｢20年前

に日本を出て所々方々船に乗って,マニラ鉄

道の開ける時にて鉄道で儲け,商業をやって

鱒を持 って, それか ら遊んでいます｣｡ 田川

はすっかり｢言葉から様子か ら総て上人に変｣

らず, 日本語はもう忘れて しまって, ｢漸 く

私 (杉野)が遇 うようになってから,日本語

を思い出す位のこと｣であった [杉野 1895:

117]｡杉野宗太郎の描写は田川の土着化の様

子を生き生 きと語 っている｡

ボカウ工はマニラか ら約 22km 北にあっ

て,当時の汽車でビノンド区の トゥトゥバ ン

(Tutuban)駅か ら1時間10分かかった｡1897

年当時のボカウ工は人口6,000名, 900余戸

の比較的大きな町 で, マニ ラ鉄道建設景気

19)例えば,1904年(明治37)3月,日露戦争に献納
金を寄せたサンバロク区中心のマニラ在留邦人

名簿は,表3の氏名と一致しない[村岡 1960:

147】｡神山辰次郎は明治30年ごろマニラ鉄道会
社職工として居住していたが表2になく,表3
の Kamiyama,Tomyが同一人物かどうかは不
明である｡

400

で労働者や華僑商人が集まり賑わったという

[Quiason 1979:1828]｡

マニラ鉄道 とはマニラ-ダグパ ン (Manila

aDagupan)間全長 83.8km,29駅, 16の橋

をもつマニラ鉄道の最初の線をさす ｡20)マニ

ラ-ダグパ ン線工事は1889年 (明治22)に始

まった｡そのうちマニラか らボカウ工を経て

マロロス(Malolos)まで行 く43.4km は1891

年 3月24日に開通 している｡田川がマニラ鉄

道工事で働いたとすれば,この前後であろう｡

一介の労働者としてか,大工か商人かはっき

りしない [Ferro-CarriZ]｡21)

このころの下宿先の娘が妻のビク トリアナ

(Victoriana)で,彼 らの結婚はごく白然であ

る｡日本には1893年 (明治26)11月20日付で

婚姻届が出されているが,実際はこれより早

か ったであろう｡22) ビク トリアナはボカウエ

ー帯のデ ･ロ-ス(deRoxas)一族の出身で,

父ホセ (Jose)と母 ビネット(Vinet)の長女と

して1853年11月 3日に生まれた｡田川より11

才年上である｡23)両親が田川がカ トリック信

者でないことを理由に結婚に反対 したので,

田川は受洗 し,以後ホセという洗礼名を名乗

20)1887年1月21日の王室令に基づき,総督府はロ
ンドンの鉄道資本の ｢マニラ鉄道会社｣に全長
1,730kmの仝 ルソン島の鉄道工事に着手 させ
た｡その最初がマニラ-ダグパン線で,次にマ
ニラ-ビコール,マニラ-バタンガス線が続い
た｡

21)フィリピン国立公文書館所蔵の Ferro-CarriZ
仝58巻は,マニラ鉄道会社関係の史料なので,
1890年から1898年までの同史料には田川森太郎
の名前は見出せない｡

22)ボカウエ教会にはスペイン時代からのLibrode
Casanliento(結婚記録帳)とLibrodeBautismo
(受洗記録帳)が保存されているが,1890年か
ら1897年の記録には田川の結婚記録と受洗記録
は見出せなかった｡ボカウエ市役所には1919年
以降の婚姻記録しか保存されていない｡

23)日本の婚姻届には1865年5月不詳として届けて
いるので,田川はビクトリアナの正確な年令を
知らなかったことになる｡
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った024) この改宗は便宜的なもので,特定の

宗教からの改宗でもない｡たとえ仏教徒であ

ったとしても多神教的仏教徒には土着化カ ト

リックに抵抗はなかったであろう｡ここに既

成の価値観や文化に固執 しない田川の性格が

あらわれている｡ 妻の両親は裕福だったらし

く,木製の大きな家に住み,のちに田川とビ

ク トリアナはこれらを相続 した｡25)

1893年 (明治26)のある日,田川森太郎は

突然故郷の藤田尾に帰り,死んだものと思 っ

ていた母親を驚かせた｡ 31才の田川の姿は

15,6才の姿とどんなに違ってみえたことであ

ろう｡ 帰国中に6月29日付で 中川三次と離

縁 して田川姓にもどり,茂三郎の戸籍に入 っ

た｡ 11月20日付で婚姻届 も出している(,この

時いとこの三峰乙吉に商店を開 くのでマニラ

に手伝いに来るよう勧めている｡26) したがっ

て田川が商店を開いたのは1894年(明治27)で

あることはほぼ確実である[南洋年鑑 1918:

興信録]｡27)この初期の田川商店は海外貿易会

社の代理店であったと思われる[尾崎 1932:

234;Saniel 1963:197]｡

聞川商店の開店後,1895年 (明治28)10月

30日に生まれた娘ホセファ(Josefa)と妻をつ

れて,ボカウ工の家を留守番にまかせ, トン

ド区セダンド街 (Segundo,Tondo)289番の

アパー ト-移った｡28)プラサ .デル ･モラガ

の店へは馬車で通 ったが,1897年 (明治30)

2月マニラ政庁が革命軍との戦闘にこの貸 し

馬車を徴用 している [同上書 :154]｡ ところ

が返却された馬と台車が極度に破損 していた

24)TercsaZamora (娘ホセファの幼少のころから
の親友)のインタヴュー (1979年9月20日)｡
25)BliseoSilvestre(父がビクトリアナの甥),なら
びにFortunatoN.Roxas(母がビクトリアナの
姪)のインタヴュー(1979年9月10日)0
26)三峰重三郎のインタヴュー (1977年11月21日)0
27)Saniclは,田川商店は日清戟争後のいつかに開
店された,としている【Saniel 1963:225]｡
28)TeresaZamoraのインタヴュー (1979年9月20
日)0

ので,商人 らしく,マニラ政庁に日割 り計算

の損害賠償請求を出している [同上書 :155]O

そのほか田川は大工業にも従事 していたよう

で,1898年 (明治31)1月には日本人大工を

使ってス-ビック海軍基地の家屋建築を請け

負っている [同上書 :322]｡

フィリピン革命期の田川森太郎について も

触れておかねばならない｡田川やマニラ鉄道

会社職工であった神山辰次郎 らは,フィリピ

ン革命の情報収集や視察に来た日本人 ･軍債

にとって貴重な存在であった｡1899年 (明治

32)6月末平山周,原禎 ら6名の志士がエ ミ

リオ ･アギナル ド(EmilioAguinald)に接触

するためマニラに潜入 した時,宿泊 ･通訳そ

の他の世話をしたのも田川である[Goodman

1969:108]｡とりわけフィリピン人の友人 ･

親族の人脈,土地勘や言葉による助けは情報

収集に不可欠であったrJ しか し,-商人の田

川の坂本志魯堆-の協力は,同 じ日本人とい

う文化的共有感に発した協力にすぎず,政治

的立場や国家-の忠誠心,帰属感か らではな

かった｡所詮,坂本や平LLlらは田川が日本に

いては巡り合うことのなかった 日本人で あ

る′軍憶や志士は田川のもた らす情報や協力

を頼りにして初めて円滑な情報活動ができた

にもかかわらず,ふと坂本がもらした田川に

対する ｢君達のような叩き大工とは違うよ｣

という言葉には独善的エリー ト意識がぬ ぐい

切れない [尾崎 1932:322-324]｡

他方,[引旧まカティプ-ナン(Katipunan)

党員や革命軍から日本の援助を要請する仲介

役を頼まれている｡1896年 (明治29)5月 4

冒,日本海軍訓練船金剛丸の日本人艦長とカ

ティプ-ナン党員が日本人の商店で会見 した

時,田川が通訳を務めたといわれる [サイデ

1973:408;Saniel 1963:225]｡29)また フ イ

29)LeRoyは金剛丸事件についてカティプ-ナン
党員の日本援助要請説を否定し,単なる儀礼訪
問としているrLeRoy 1970:84]｡
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リピン革命蜂起の 1カ月前,アンドレス ･ボ

-ファンョ(AndresBonifacio)から日本の村

田銃の購入計画へ助力を依頼されている [尾

崎 1932:208｡]30)

こうした革命軍からの依頼はボカウ工のフ

ィリピン人親族や友人との縁故関係からもた

らされたものである｡

Ⅲ 明治30年代のマニラ日本人商業

1 田川商店と日本バザー

- ビノンド区-

1897年 (明治30)秋には革命の戦乱で商店

は閉鎖の止むなきにいたった｡ 日本からの会

社員 らの多 くが日本に引き揚げると,坂本志

魯雄が海外貿易会社 マニ ラ支店長 を 引き受

け,田川商店 も日章旗をたてた坂本の家に移

り,開店休業となった[同上書 :312;大阪毎

日新聞 1898.7.10:14]｡

田川商店が再び登場するのは1899年 (明治

32)である｡通商棄藁の同年のマニラ商業報

告には田川商店と日本商店 (以下,日本バザ

ー)の2軒が報告されている [Saniel 1963:

138,注111]｡1899年といえば,1月にアギナ

ル ドがフィリピン共和国成立を宣言し, 4月

にはアメリカの第 1次フィリピン委員会によ

るフィ))ピン寵有宣言が布告された結果,ア

ギナル ドの革命軍が中部 ･北部ルソンで 2月

以来の対米抗戦を深めていく年である｡

当時のマニラ市は欧米列強の殖民 ･商権争

いの縮図であった｡ ミスティ-ソや華僑が小

金融業,流通網,小売業を,欧米系商会が輸

出入業,工場経営を牛耳っていた｡31)商業の

30)計画は田川の貿易会社を通じて,フィリピンの
麻,砂糖,タバコなどを対日輸出し,代金を日
本に止めおいて銃砲の購入代金にあてることに

より,数十万円の銀行為替手形を組むことが避
けられるというものである｡

31)1897年のマニラ市の主な企業はスペイン系45,
ドイツ系19,英国系17,スイス系6,フランス
系 (店主)2である｡

402

写真 田川森太郎 (右)と三峰乙吉

1等地は旧マニラ城壁町の外側,パシッグ河

杏-だてたどノンド区で,エスコルタ街やプ

ラサ ･デル ･モラガはその中心地であった｡

日本人商店が独力でその中に喰い込ることは

容易なことではなかったと思われる｡

もっともアメリカ統治下では,外国人の商

店開業手続きは簡単であった｡法定以外の課

税はなく, 1ペソで経営地と居住者の証明書

を買い,認可法廷 (LicenseCourt)に口頭で

場所,目的,資本高を述べ,20ペソを支払え

ば,直 ちに営業鑑札をうけることができた

[井原 1909:275]032)輸出入商の場合は輸入

許可の税関通過に保証金を要 したので多少の

資本力が要った｡

アメリカ統治に入 ってから田川商店 (田川

32)営業税は輸出入商,卸売商,小売商とも全て年
頭の鑑札書書き換え時に2ペソ払い,売り上げ

総額 ･取引高の1,000分の3.3を年4期の分割納
入にする｡
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出典 :CityofManilafromOriginalSurveysof1904-1941(フィリピン国立図書館蔵)

図 1

商会,M.Tagawa& Cot)の住所番号は何 ら

かの理由でかわ り,プラサ ･デル ･モラガ26

番地である｡1904年 (明治37) 5月 1日か ら

1906年 (明治39)12月31日現在までの経営者

は田川森太郎,三峰乙吉,井上直太郎33'の 3名

で共同経営となっているが,約40坪の店の敷

地は田川の所有なので,実質的には田川が経

営者であったに違いない｡資本金は未詳,午

33)井上直太郎は,本籍福間県築士郡角田林字畑

952番,香港のクィーンズ大学卒業後,1897年
(明治30)10月に渡比し,田川商店で働いたの

ち,太田興業マニラ支店長になった｡

間取引高 4万ペソで,H本人 4名,フィリピ

ン人 3名を使用 していた｡営業は日本か ら直

接雑貨を輸入 し,仲買,小売に従事 し,商品

は生活用品か ら絹 ･扇子 ･漆器など贈答品 も

あった ｡ そのほか日本の米穀や疏菜類を在留

邦人用に輸入 し卸売を した [J.M.F.A.3･3.

7.25.農工商漁業]｡馬鈴薯,玉葱などの日本

か らの輸入は 1901年 (明治 34) に始まった

が,在留邦人に消費されるのみで販路が開け

ていなかった [井原 1909:248]｡ しか し田

川はマニラに寄港する日本海軍軍艦に食糧を

調達する仕事をまかされ,三井物産マニラ出
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張所が石炭を供給 していた｡34)

次に日本バザー(JapaneseBazaar,Bazaar

Japones)はプラサ ･デル ･モラガ18番にあ

り,木村絃次郎と福地新太郎の共同経営であ

る｡ふたりの本籍地は横浜で, 店員はサンバ

ロク区アリキス街 266番 (Alix,Sampaloc)

の下宿から店へ通った｡この店の創立年月や

経緯ははっきりしない｡35)1899年 (明治32)

7月21日 『マニラ･タイムズ』紙に初めて出

た同店の広告によれば,横浜の ｢デオ ･ワシ

ントン｣(DeoWashington)のマニラ支店で,

日本趣味の装飾品を扱うマニラ唯一のこの種

の日本人商店 [M･T･ 1899.7.21.]とある｡

つまり横浜の米国系商会がアメリカのフィリ

ピン領有に眼をつけて支店を出したものと推

測される｡ 資本金未詳,年間取引高 2万5,000

- 3万ペソ,使用人 も比較的多 く日本人 3-

4名, フィリピン人2名であ る (∫.M.F.A.

[3･3･7･25･農工商漁業]および表 3参照)｡日

本バザーは別名木村雑貨店とも記載されてい

るが,1905年 (明治38)12月 1日現在の所有

者は福地新太郎ひとりにかわっており,名称

も日本バザーに戻っている｡

したがって日本バザーは田川商店系列の井

上 ･三峰の創立によるのではなく,ある時点

で経営権を継承 したものと考えられる｡

日本バザーの経営者であった木村絃次郎 ･

福地新太郎は1907年(明治40)6月下旬,何 ら

かの理由で,S･K･ウォーカー(S.K.Walker)

とJ･R･ウォーカー(J･R,Walker)から4,750

ペソの支払い請求訴訟 をお こされている｡

lM･T･ 1907･6.ll.]｡同時に日本バザーの

所有者は同年12月31日現在すでに井上直太郎

･三峰乙吉の名儀に移っており,輸入 ･卸売

･小売業で年間取引高 5万ペソに増加 してい

34)TeresaZamoraのインタヴュー (1979年9月20
日)0

35)大正11年10月5日杉村恒造のマニラの雑貨店経
営者調べには明治28年とある (表5参周)0
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る｡田川商店は田川森太郎ひとりの経営にな

り,取引高10万ペソと倍増している [J.M.F･

A.3.3.7.25.農工商漁業]｡ つまり訴訟を契

機に負債を負った木村 ･福地が軒を並べる田

川に日本バザーの売却を申し入れ,井上 ･三

峰が独立 してこれを継承したものと推測でき

る｡同時に田川商店は小売部を並川徳雄の並

川商店に売却してロサ リオ街 (CalleRosario)

に移転 し,輸出入業,卸業専門になったもの

と考えられる [金ケ江 1968:64]｡

これを裏づけるのが 『マニラ ･タイムズ』

紙の田川商店の二つの広告である｡ 1907年

(明治40)11月 4日のは通常のクリスマス ･セ

ール用,1908年 (明治41)2月28日のは ｢閉

店につきセール｣とある｡田川商店が輸出入

業専門に転 じた背景には,後述する米軍兵舎

請負工事の失敗が影響 しているにしても,磨

接の原因ではないと思われる｡いずれにして

も, 田川商店系列の 日本バザーは, 1907年

(明治40)ごろに生まれたと考えるのが妥当

である｡

ビノンド区はマニラの中でも,商業の中心

であったので,表 3にあるように,ほかにも

日本人商店はいくつかあった｡まず三井物産

合名会社香港支店馬尼刺出張所はプラサ ･デ

ル ･モラガ32番に始まり,石炭 ･綿糸 ･セメ

ント･木嶋の日本からの輸出,砂糖 ･麻 ･コ

プラ･葉煙草のフィリピンからの輸出を扱う

ことになっていたが,実際は専ら三池の石炭

をアメリカ民政府,陸軍の御用炭として納め

るのが唯一の主 な仕事 で あ った [三井文庫

1971:下 170;M.T. 1902･5.10･].

出張所設立の年月は確かではない｡36)進出

36)明治32年とある資料もある[CommerciaZHand-
booh 1924:42].しかし明治32年5月ならびに
明治33年11月現在,三井物産香港支店に馬尼

刺出張所はない[三井文庫 1971:上410;下60
-61]｡明治38年からはサン･ミゲ-ル区へネラ
ル･ソラノ(GralSolano,SamMiguel)に移っ
た ｡
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後初めの数年間は営業不振であったが,次第

に回復 してきたという [J.M.F.A. 6.1.6.59.

マニラ領事館]｡1901年 (明治34) 6月25日,

香港支店が馬尼刺出張所の ｢商売追々拡張ノ

見込二侯処｣,小蒸気船の所有を 申し出てい

るので [三井文庫 1971:下170],設立はその

年か前年であろう｡

同出張所の主任には,本社の元石炭部主任

の井上泰三,伊藤貴,飯塚考貞らが赴任 して

きたが,いずれも任期 1年ほどで交替してい

る｡社員数は日露戦争期に減少 したほかは日

本人 7名,フィリピン人 3名程度で,日本人

社員は ｢他ノ居留民 ト-隠然 卜界ヲ別ニセシ

メテ｣生活 していた [J･M.F.A. 6.1.6･59.マ

ニラ領事館]｡

マニラ ･バザー (ManilaBazaarまたは平

本商店)は平本斧太郎 (本籍京都市下京区大

和大路通五条下ル三丁目下棟梁町16)の経営

になる雑貨店であり, プラサ ･モラガ34-36

番で輸入 ･小売を営んでいた｡年間取引高は

1- 2万ペソ,店員は日本人 1- 2名,フィ

リピン人 2名の小規模な店で,日本人店員は

レイナ ･レ-ンテ街 186番 (ReinaRegente)

に住んだ｡しか し平本斧太郎は太田興業株式

会社の設立に参与 し,副社長兼主計に就任 し

たので,マニラ ･バザーは売却されたようで

ある｡

プラサ ･デル ･モラガを西端の起点とする

エスコルタ (Escolta)街の128番 には1903年

(明治36)小川修治が小川時計店を開いた｡

同店は第 2次大戦中まで存続 した最も古い日

本人の個人商店の一つである｡

伊藤忠兵衛商店マニラ出張所のエスコルク

街-の進出は1910年 (明治43) 1月である｡

これは同商店の初の貿易事業で,日露戦争後

の競争の激化をのり切るため,従来の商館を

通 じる売り込みを止め,現地と直接取引をは

かるためであった｡ 進出当時は,田川商店,

日本バザー,並川商店などの邦商や華僑にE]

本綿布や疏菜類を売り,1912年以降はマニラ

麻の対日輸出も扱い始め,事務所はホアン･

ルナ街451番 (JuanLuna,Binondo)に移転

した [丸紅飯田社史編纂室 n.d.:3]｡

在留邦人は頼母子講を資金調達機関として

いたが,一時は二つの個人銀行があった｡一つ

は通称久富銀行の関西銀行で,久富ショウス

ケが1905年ごろドルンバヤン街96番(Dulum-

bayan,Sta.Cruz)に開いていた｡ 日本-の

為替送金は, 100円以上の場合は三井物産出

張所も扱ったが,移民の送金のように僅少の

場合は久富銀行の為替を利用 した [J.M.F.A.

6.1.6.59.マニラ領事館 (1905)]｡ もう一つは

三阪鹿次郎 (本籍長崎市東右町39番地)の三

阪銀行で1905年 (明治38)12月31日現在,敬

引高 4万ペソである [J.M.F.A. 3.3.7.25･農

工商漁業]｡サン･ミゲ-ル区ガスタンビデ街

7番 (Gastambide,SamMiguel)の場所から

考えると,女部屋相手の銀行であったようで

ある｡ 関西銀行の場合は ｢マニラ市案内｣(義

3)にも記載され,フィリピンでかつて破産し

た銀行は日本人の個人銀行 1行と,米国系 1

行だけであるというか ら[Phz'物 ineZsJand5.
1927:31],関西銀行は正式登録 したもの,≡

阪銀行は私的な金融機関ではなかったかと推

測される｡

こうして明治30年代後半から大正初めまで

にビノンド区やサンバロク区だけでなく,サ

ンタ ･クルス区やキャポ区まで日本人商店が

建ち始めた｡ しかしその商業活動は依然とし

て小規模,消極的であったため,日本人の本

質は農業移民が最適であるという先入観を破

るにはいたらなか った｡ 日本の農商務省は

1901年 (明治34)波多野元治,1902年 (明治

35)加藤主計,1906年 (明治39)井原家吉 ら

を送って [入江 1943:280-282]産業調査,

商業実習に従事させ,日本人のフィリピンに

おける商業活動振興に懸命であった｡例えば

井原は,日本人は地理的人情関係からいって

- 49- 405



東南アジア研究 18巻3号

フィリピンに密接な関係を有するにもかかわ

らず,貿易が欧米人の手に占められているの

は,フィリピンと日本との連絡の欠如が原因

しているとして, 1.人情風俗習慣に通暁す

る, 2.西班牙語 ･土語に習熟する, 3･実

地調査, 4.見本蒐集に勉めるの4項目の実

践を提起 している [井原 1909:277-278]｡

田川はまさに上述の4項目の実践人であっ

た｡のみならず,田川商店や日本バザーは非

正業の在留邦人社会の中で模範的存在であっ

た｡歴代の日本領事の在留邦人社会に対する

嘆きは強 く,ために田川商店 らに対する評価

はひとしおであった｡その賞讃ぶりは以下の

通りである｡

｢サンバロク匡方面日本人商人 卜離隔シ

テ商業匡 『エスコルク』街二少数ノ日本人

店舗雑貨商アリ本商人-専ラ比律賓人其他

ノ外人相手二取引ヲ為スモノニシテ先ヅ海

外二於ケル我ガ商人 卜見倣スベキモノヲ求

ムレバ此種ノ商舗二帰スベク麻尼刺日本人

商人中一特色ヲ有スルモノナ リ飴ク支那人

卜競争シテ我ガ特種ノ美術雑貨 ヲ販責シ各

島二支店ヲ出シテ益々商域ヲ旗ゲントスル

ノ風アルハ喜ブベシ且ツ同営業主-何 レモ

本島二居住スルコト永ク英西両語ニモ通ジ

テ事情ヲ知ルコ ト詳シ--･(略)他ノ商人

-醜業窟 卜関係 ヲ有スルモノ多キ-反シ独

立的二南東ヲ管ムノ勇気嘉スベシ田川,井

上二商店ガ牛耳 ヲ司 ドレル｣[J.M.F.A.

6･1.6･59.マニラ領事館 (1911)]｡

また台湾から視察に来た日本人実業家 もマ

ニラ在留邦人社会の実状に失望 し, ｢成功者

として外国人間に信用を博 したる人物は屈指

するに足 らざる有様なり｣と述べている [松

岡 1913:55]｡当時の日本バザーの顧客には

アメリカ総督夫妻やアメリカ人高官,マヌエ

ル ･ケソン(ManuelQuezon),セルヒオ ･オ

スメ-ニャ(SergioOsme凪a.),E.アギナル

ド将軍,マ リアノ ･ボンセ (MarianoPonce)
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夫妻らがいたという [金ケ江 1968:52-53]｡

屈指するにかなう数少ない商店であった｡

一方,移民熱の横行する日本 国 内で は海

外立身を奨励する案内書が移 し く発 行 され

た037)その一つに田川森太郎は ｢土人を妻に

して永住の計画を立てている｣模範的移民と

して紹介されている [盛文社 1911:214]｡

このように田川商店と日本バザー,その経

営者たちはェリー ト官僚,実業家,海外立身

を夢みる庶民の眼に,模範的存在に映ってい

る｡模範の条件は,第 1に仕事は正業の商業

に従事すること,第 2に国際的環境に適応 し

て外国人から認められる存在であること,節

3に生活は現地に根をはって永住 しているこ

とである｡ しかし大半の在留邦人はこれらの

条件を満たしていなかったのである｡

2 サンバロク区邦人社会と田川

サンバロク区の在留邦人社会は本稿の関心

ではないが,田川森太郎の初期在留邦人社会

における指導的立場を示すために触れておき

たい｡

1901年ごろのマニラ在留邦人社会は1,000

名足 らずの無秩序な集団であった｡大半は植

民地建設景気にひかれ,シンガポール,香港,

濠州38)から流入 した無旅券者で,日本からの

船賃などまともに払った者は少なかった｡39)

フィリピン米合衆国陸軍はこれら無法者の中

にまざれ込む日本人軍債やフィリピン革命政

37)村上忠治郎.1911.『有望なる移民地』東京 :
海外移民通信案内所;渡辺四郎 (編)･1902お
よび1908.『海外立身の手引』東京 :雲梯舎;盛
文社.『海外立身案内』東京;成功雑誌社.1902
-1915.『成功』(月刊雑誌)など｡
38)日本郵船豪州航路は豪州の移民禁上処置と貿易
不振による赤字を補うため,1899年 (明治32)
8月からマニラへ往復路寄港を開始した[日本
郵船株式会社 1935:153-154]｡
39)船賃25円,入国税8円,香港での消毒代2円,
みせ金60円[J.M･F.A･6･1･6･59マニラ領事
館 (1908)]｡
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府支援者に神経をとがらせていたので,日本

人スパイや 日本人商店を 捜索 した｡ 1910年

(明治43)12月27日,日本バザーなどマニラ

の日本商店9カ所がデュボール将軍暗殺計画

に関連 して爆発物隠匿の嫌疑で厳重な捜索を

うけている [J.M.F.A. 4.2.5.250.爆発物隠

匿]｡40)

在留邦人は最下層に属す者が圧倒的であっ

た｡職業では1903年 (明治36)6月30日現在,

マニラ市の場合,雑貨商 ･輸出入商 ･店員の

合計はわずか36名 (4%)であるのに対 し,

大工265名 (27%),醜業嫡280名 (28%),漁

夫50名 (5%), 料理人 ･ボーイ ･メー ド36

名 (4%)である｡ マニラの新聞各紙には日

本人の氷売 り, ボーイ, 醜業婦, 密航者に

関して,傷害 ･詐欺 ･賭博などさまざまな記

事が報 じられて いる [M.T. 1901.12.12.;

1904･4･22.;4.30.]｡ これら日本人はサ ンバ

ロク区に日本人街をつ くり, 1軒の家に何十

名もが肩を寄せ合って住んでいた｡

サンバロク区の商業の中心は日本人相手,

とりわけ女郎相手の雑貨店である｡これらは

バ リク-バ リク街 (BalicIBalic)やラルディ

サバル街 (Lardizabal),ギピット街 (Guipit)

に表向き2級酒小売業の営業免許をかかげた

33軒ほどの女郎屋に寄生 した商業であった｡

日本人の 酒小売業の 営業認可証は 1904年で

124件, 1905年で99件にものぼっている｡

[AnnuaZRePor1 1905:245-246]｡

歴代の日本領事はこれら無旅券者の在留邦

人の正式登録を拒否 し,保護を拒んできた｡

それどころか 1907年 (明治 40)に,正業を好

まず,詐欺,脅迫,賭博,飲酒をこととして党

40)日本バザーの捜索現場に居合わせた者によれ
ば,実際には何もせず時間を費やしたあと,引
きあげたという[金ケ江 1968:55]｡.はかに捜
索をうけたのは三井物産社宅,園田商店,松井
商店,鈴木西照 ･江川久之助の医院,宗藤瞭吉
と加納熊治郎の下宿屋2軒,遠藤龍眼の南天寺
である｡

派間に喧嘩 ･異行が絶えない無頼の徒は,本

邦人の声価と信用に商業上社交上,累を及ぼ

すとして,マニラ市警察に工作 して取 り締 り

･追放を試みた [J.M.F.A. 4.2.6.ll.在マ

ニラ本邦]｡

この追放は結局成功 しなかった｡何といっ

ても日本人の数は1912年 (明治45)で も全島

で3,654名,マニラ市では1,318名にすぎず,

華僑ほど警戒されなかった｡まして犯罪者と

なれば, アメリカ人, フィリピン人, 華僑

に比較 して,全 く目立 たなかったのである

[AnnuaZRePor1 1905:1911195;Annua/

RePor1 1909:70-74].

しかし,日本領事にとって無頼の徒の世界

はますます憂慮すべき事態と化 した｡外国に

あるの観念を失い,単に日本人同士の利害関

係のみに思いを巡 らし,汲 々としてほかの欠

点を発見 しては同胞間の暗闘 を お こす ｢朋

党乱蝶の風寧｣は甚しくなる一方で あ った

[J･M･F･A･ 6･1･6･59･マニラ領事館(1909)]｡

その上,サンバロク区の商業は大半は振るわ

ず, ｢僅二日本人 ･土人二供給スル日常品ヲ

販売スル-過｣ぎなかったので,エスコルク

方面の商人の少数を除いては,居留民として

の発展の程度は実に幼稚な域にあると嘆息 し

ている｡

したがって田川森太郎は日本飯事が頼れる

数少ない邦人指導者であった｡1901年 (明治

34)日本人共済会が楼主や醜業婦を中心に結

成される｡ 会長には木村某,副会長に田川が

選出された｡その後,岩谷副嶺事が日露戦争

の機運をきっかけに1904年 (明治37) 1月,

初の在留邦人大会を催 して本格的な日本人会

に再組織 した｡旅順口攻撃後の 3月 6日には

徴兵帰国勧告と義援金募集のための在留邦人

大会が リベレイテ ッド劇場で開かれた｡ 英国

債事代理を初め(WorringtonEastlake),農商

務省出向の加藤主計,三井物産主任井上泰三,

岩谷副領事 らに混 じって ｢マニラの著名な実
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業家,田川氏｣も演説している[M.T･1904･

3.7.]｡ さらに11月3日の恒例の天長節には

予備役の帰国が勧告され,翌日あちこちで日

本人たちが雇い主に退職を申し出る情景がみ

られた [M.T.1904.ll.7･]｡ 田川が徴兵忌

避で日本を出たとすれば,すでに40才に達し

た彼の心は複雑であったに違いない｡

田川の指導的地位は単に在留邦人社会の中

にとどまるものではなかった｡ 例えばマニラ

政庁に対しても影響力をもっていた｡1909年

(明治42)ダパオ州知事が日本人を対象にダ

パオ州の奥地商業禁止令を発令 した時,マニ

ラ政庁諸般との一切の直接交渉を引き受けた

のは田川であった [蒲原 1938:89]｡つまり

日本領事よりも政庁に対する政治的影響力が

強かったのである｡

このように幼稚の域にあった在留邦人社会

では田川は実業家 ･指導者として傑出した存

在であった｡しかし第 1次大戦後,日本から

大企業が進出し始めると,次第に指導的地位

から消えていく｡

3 国際的仲介人

前節で述べた田川森太郎ならびに田川商店

に対する高い評価を,実際の仕事に沿って吟

味すれば,次のことがわかる｡ 先駆者田川の

果たした役割は,国際的環境の中で日本人や

日本商品の仲介役を務めることであった｡

本業の輸出入業を別にして,田川は移民取

扱人,建築請負業,漁業会社設立などさまざ

まな仕事に関与していた｡いずれの場合にも

深入りすることはなく,端緒を開いては退き,

機をみるに敏をモットーとしたやり方であっ

た｡41)田川はアメリカのフィリピン植民地建

設に特異な立場を活かして仲介役を果たした

のである｡

41)田川の口ぐせは,商売はまだ儲かると思って引
き延ばしてほならないということであった｡渡

辺勝頼のインタヴュー (1977年10月4日)｡
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日本の移民会社は移民導入 にあた って42)

駐在員を派遣するかわりに,現地在留邦人の

有力者を移民取扱代理人にする方がはるかに

有利であった｡1904年 (明治37)には田川は

皇国殖民会社,井上直太郎は東洋移民合資会

礼,三峰は日本殖民合資会社のフィリピン群

島代理人を引き受けていた [J.M.F.A.3.8.

2.184.米債比律賓]｡実質的に田川商店が引

き受けていたのだから,1904年 (明治37)か

ら1909年 (明治42)までの硝子職工,桶職人,

大工,漁民,樵などの移民取扱許可願は,申

請者住所の多 くが,プラサ ･デル ･モラガ26

番地である [J.M.F･A.3.8.2.187.移民取

扱人 (巻 2)]｡井上,三峰とも日本バザーの

経営を始めたあとも,太田興業-移ったあと

も移民取扱人を続けたが [J.M.F.A.3.8.2.
184.米債比律賓], 田川だけは手を引いてい

る｡

とりわけ,田川森太郎は各方面に信用があ

り,移民契約保証人に最適であった｡ 例えば

1904年 (明治37)6月3日, 家具製造販売業

のフランク S.バア-ンズの注文による皇国

殖民会社扱いの大工職60名は,田川が ｢若シ

候件第三項等 ヨリ行違ヒ相生ジ職人共ノ迷惑

相生ジシ場合-私儀一切引受ケ可申候依｣と

保証 している｡岩谷譲吉副麿事も本省に対 し,

契約期間中,労働者を解約する場合や移民困

難に関する一切の諸件は ｢富市輸入商 トシテ

比較的内外人間二信用ヲ有スル田川商店二於

テ之ヲ引受ケ移民二対シ迷惑ヲ衛カケ｣しな

いと申し送っている [J.M.F.A.3.8.2.187.

移民取扱人 (巻 1)]｡

移民取扱業務のもう一つの側面は日本人労

働者の斡旋である｡日本人失業者に職を与え

42)手続きは,フィリピンの移民注文を移民代理人
がうけ,マニラ日本領事館に必要な契約書類を
もって申し入れる｡日本政府 (警視総監)の承
認をうけて,当該移民会社は各都道府県庁を通
じて移民を募集する｡
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ようと,田川商店に太田作太郎 (恭三郎の長

兄)43)が ｢建築ならびに日本人労働者雇用代

理店｣ の看板をあげ,｢低賃金 ･勤勉｣ を売

りものに盛んに紙上広告を出している(M.T.

[1905.ll.6.]および表3参照)｡表 3にはほ

かにもこうした労働者斡旋 ･建築請負業者が

多 くみられるが,田川商店が1903年 (明治36)

以後のフィリピン-の日本人移民導入のマニ

ラにおける拠点であったことは注目すべきこ

とである｡

1904年 (明治37)のマラバ ット･ナ ･バ ト

(MalabatnaBato)のホル ト･マッキンレー

(FortMcKinley)米軍兵舎建設請負はこうし

た移民取扱代理業務の一部であったと考えら

れる｡ 同建設の正式の請負人は米国系のグ リ

ーン･アンド･ブラウン商会 (theGreenand

BrownCo.)で田川商店とは前から商取引が

あった｡ 本件では,初めマニラ在留の労働者

90名を,6月初めに日本から100名を,そし

て12月中旬には J.A.プロール (J･A･Proll)

の依頼で500名を,全て皇国殖民会社を通 じ

て斡旋 した [J.M.F･A･3･8･2･187･移民取
扱人 (巻 1)]｡

ところが台風のために納期契約期限内に完

成せず,米陸軍は契約不履行を理由に差 し止

め,支払い停止の処分に出た｡おそらく移民

契約保証人であった田川は,大工職人に賃金

の支払 いがで きず,多額の負債を負った｡

1905年 (明治38)11月には,下請業者のF･-

ヤシが,ジョージ ･グリーン(GeorgeGreen),

W.W.ブラウン(W.W.Brown),ロサ ))オ ･

レゴリア (RosarioLegoria),チャールス ･コ

ーン (CharlesCohn),そ して M.タガワの

5名を相手どって契約金全額支払い請求の訴

訟をおこして いる｡ 判決に よると, 契約金

43)太田興業株式会社 (1907年(明治40)5月3日設
立)の正式の社長は太田作太郎である[J･M･F･A･
3.3.7.25.農工商漁業 (明治40年太田興業株式
会社);3.8.2.187･移民取扱人 (巻2:1907年
5月25日,太田興業社長ノ委任状)]｡

額 3,675ペソと実際に完成 した仕事量の金額

2,500ペソの差額分は下請業者の債務とされ

たので,田川 らはこの訴訟には何とか勝った

わけであるが,多額の負債が消えたわけでは

なかったlM.T.1905.ll.1.]｡このため,一
時,『マニラ･タイムズ』紙に ｢かの有名な日
本人建設請負人田川氏行方不明,自殺か｣と

騒がれた｡2,3週間して家族や在留邦人が悲

嘆にくれていたところへ香港から戻った田川

はセメントの買い付けに行っただけと説明し

て大笑い したという lM.T. 1905.2.9.;2.

14･]｡ この時に負った負債に援助の手を差 し

延べて田川商店再建を力づけて くれたのは,

知己の華僑商であった｡

田川はまた,マニラ湾沿岸で打たせ網漁業

を していた日本人漁民の漁業会社にも関与 し

ている｡1903年 (明治36)の トンド区日本人

漁民は50名ほどであった｡ うち30名は笠井享

≡ (本籍福間嚇粕屋郡新宮村大字新宮238番)

の下 に笠井漁業組合 を結成 し,漁獲量 2万

5,000ペソをあげていた [J.M.F.A.3.3.7.

25･農工商漁業 (巻 1)]｡ そうした漁業活動

に着目して,比律賓沿岸貿易株式会社が,専

務取締役太田作太郎,取締役田川森太郎,中

戒九段三郎,監査役比村謙太郎,井上直太郎

の陣容で設立されている｡ しかし,資本金 5

万ペソ,年間漁獲量 1万 8,000ペソ,保有漁

船数40膿のこの会社が笠井組合や トンド区漁

民と協力関係にあったのか,新 しく漁民を導

入 して競争関係にあったのかは不明である｡

同会社設立の動機 ･年月ともに不詳である

が,1906年 (明治39)12月31日現在の領事館

の記録には記載されている｡ そこで,動機は

以下のように考えられる｡1902年 (明治35)

3月 8日発令の フ ィ リピ ン群島臨時収税法

が,1906年(明治39)6月30日までは米国沿岸

貿易法のフィリピン-の適用を免除 していた

ので,フィリピンの一般外国船舶にも国内船

舶と同等の権利が与えられていたことから,
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期限切れ前に設立 したものである [J･M.F.A.

3.2.2.5.比律賓島沿岸]｡以後はフィリピン

会社法に従って実業家兼弁護士のアメリカ人

トーマス ･ハ-チガン (ThomasHartigan)

を取締役につけ,太田作太郎は取締役代理に,

井上直太郎は副社長におのおの就任 したが,

田川はなぜか辞めている｡ 田川と親 しかった

ハ-チガンの取締役は明らか にダ ミーで あ

り,実際には太田作太郎が実権を握っていた

と思われるが,田川がどれほど同会社に関与

していたかはわからない｡

1903年 (明治36)に50名ほどであった トン

ド区日本人漁民は 1908年 (明治41)には120

名に増加 している｡ 比律賓沿岸貿易株式会社

は短命に終 ったようであるが, その設立 が

1930年代の日本人漁民の独占的活動にいたる

端緒を開いたことは間違いない｡

いままで述べた田川の周辺の欧米人はいず

れもマニラの初期アメリカ人社会の指導者で

ある｡ブラウン,コーン,--チガ ンらはア

メリカ人実業家クラブ,ELKSClubの有力

会員である｡ウィ))アム ･ウォルター ･ブラ

ウンは, ｢ブラウン市長｣ の異名をもつ退役

軍人で,1898年の米軍進駐の 6カ月後に酒類

販売会社-のアメリカ商業会社 (theAmerican

CommercialCompany)を設立 し,エスコル

ク街に酒場を開いた愛国的 ボ- ミア ンであ

る[Gleek,Jr･ 1975;1977:10-11]｡チャー

ルスC.コーンはニューヨークの コ-デル ト

兄弟法律事務所のマニラ支店に勤める著名な

弁護士である [Gleek,Jr.1977:29]｡ --

チガンは元陸軍少佐で総督の信任が厚 く,冒

本領事館顧問弁護士を勤めていた｡そしてマ

ニラのアメリカ人カ トリック信者界の指導者

でもあった｡

田川商店のプラサ ･モラガ周辺は,欧米系

商社,保険代理店,船舶会社,法律事務所,

外国大使館などが事務所をかまえていた｡田

川森太郎は一方で日本人と組みながら,他方

410

ではこうした欧米人,華僑と取引上の信用関

係を育ててきた｡田川の住む実業の世界は日

本領事や当時の在留邦人の考えた以上に国際

色豊かな,文化的に多様な世界であったに違

いない｡文化的多様性の中にあってこそ, 日

本商品や日本人労働者を仲介する者の存在理

由があったのである｡

Ⅳ 第 1次大戦後のマニラ日本人商業

1 発展と格差

第 1次大戦景気は日比貿易の飛躍的伸びを

もたらした｡1917年 (大正 6)は前年比74.07

%増,総額では1,600万ペソにのぼり,1920

午 (大正 9)では3,200万ペソで倍増である｡

その結果,フィリピンの国別貿易量における

日本の順位は1899年の 5位から1919年にはア

メリカ,イギ リスに次いで3位にのぼった｡

この好調の原因は,欧米製品の輸入激減と

戦後インフレがもたらした日本商品の相対的

有利条件にあって,真の国際競争力の向上に

あったのではない｡無関税でも高価な米国製

品は貨物料,中間流通コス ト,利率の昂騰で

フィリピン人の手に届き難 くなり,生活必需

品を粗悪でも安価な日本製品に切 りかえざる

を得なくなったからである｡44)

このことを熟知 して最 も危機的にとらえて

いたのは,日本人商店主や輸入業者であった｡

粗悪でも安価であればよいとする本国の製造

業者に対 して,彼 らはそうした方向は欧米の

高級品を好むフィリピン人には長期的に受け

入れ られず,欧州品の復活の暁には日本商品

の駆逐は必定であると警告の声をあげている

[元吉 1919:31]｡ 彼 らが本国の日本人より

も客観的に日本商品の評価を下すことができ

44)1918年の生活費は1910年との比較で59%増,
1920年は104%増で,一般労働者の平均賃金が生
活費を大幅に下まわった [Phl物 ineIslands
1927:95-96]｡
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たのは当然であった｡

果た して, 1921年 ごろ, ドイツ ･イギ リ

ス商品が復活すると,とりわけ安価で品質の

よい ドイツ製品はフィリピン市場で米国なら

びに日本製品を駆逐 し始めた [大阪時事新聞

1921･6･16.]｡ こうした事態に対する ｢日本

製品ノ製造ヲ改良シ永遠ノ利ヲ図ルニアラザ

レバ将来ノ発展望 ミナカルベシ｣[J.M.F.A.

3･4･6･8･在南洋邦人]という邦人商の危機感

は,また1930年代にも共通 していたことを指

摘 しな けれ ば な らない [渡辺 1935:319-

338]｡

もっとも,フィリピンの在留邦人全体は移

民が着々と成功 し,農業移民,日給労働者か

ら麻山経営者へ,大工職 も日雇い身分から一

応の棟梁株-と ｢漸次資本 ヲ増殖 シツツア リ

夫々前途二於テ堅実ナル発達 ヲ遂ゲツツ｣あ

った [J･M･F･A･ 3･4･6･8.在南洋邦人 ;3.8.

2･184.米債比律賓]｡ それは数の上にも明ら

かにあらわれている｡表 4は在留邦人統計で

あるが,1919年 (大正 8)の在留邦人数は全

島で約 9,800名,マニラでは約 2,068名であ

表 4 フィリピン在留邦人統計,1888-1940

年 ,F全 島 】年 t全 島 lダ パ オ lマニラ

1888(明21)

1889(明22)

1890(明23)

1891(明24)

1892(明25)

1893(明26)

1894(明27)

1895(明28)

1896(明29)

1897(明30)

1898(明31)

1899(明32)

1900(明33)

1901(明34)

1902(明35)

1903(明36)

1904(明37)

1905(明38)

1906(明39)

1907(明40)

1908(明41)

1909(明42)

1910(明43)

1911(明44)

1912(明45.1)

1913(大 2)

1914(大 3)

2

5

7

6

4

3

7

1

2

9

61

1,215
(921)*

2,652

2,435

2,185

1,300

2,158

＼､r

~
‥

9

9

0

2

2

0

4

0

0

1

1

4

8

5

9

6

2

3

5

1915(大 4)

1916(大 5)

1917(大 6)

1918(大 7)

1919(大 8)

1920(大 9)

1921(大10)

1922(大11)

1923(大12)

1924(大13)

1925(大14)

1926(大15)

1927(昭 2)

1928(昭 3)

1929(昭 4)

1930(昭 5)

1931(昭 6)

1932(昭 7)

1933(昭 8)

1934(昭 9)

1935(昭10)

1936(昭11)

1937(昭12)

1938(昭13)

1939(昭14)

1940(昭15)

*F
J一

3

7

6
4

4

1

2

7

7

0

5

4

2

1

2

8

5

8

7

8

8

0

6

0
9

7

4

1

8

8

9

9

2

9

4

7

2

9

1

3

5

6

2

8

8
2

8

4

6

5

5

3

9

1

0

2

7

6

6

3

1

5

4

1

1

9
'

'

'

l

'

'

'

一

'

'

'

'

'

'

I

l

'

_

6

6

7
8

9

9

8

7

7

8

8

0

1

4

5

9

9

0

0

0

1

(

l

1

1

1

l

1

2

2

2

2

28,808
(29,262)*

l

チ,竺? L,推忌
J J肌 …

1,800

3,600

!1,612
1 1

5,533

4,268

3,209

2,696

3,761

4,571

5,462

7,002

8,972

10,025

12,469

12,750

12,992

12,742

13,065

13,535

14,026

15,0

16,1ZS)推定

17,888

18,600 推定

4,730

*1903,1918,1939の ( )の数字は,PhilippineCensusによる

出典 :海外在留邦人員調(J･M･F･A･[7･1･5･4･海外在留邦人];比律賓年鑑 【1936-1939])
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る｡ 当時南洋各地の全在留邦人数は22,852名

といわれたか ら,約42%がフィリピンにいた

ことになる｡

マニラの日本人商業 も1919年 (大正 8)で

雑貨店41,貿易業21,45)会社員 ･銀行員73名,

商店員 104名と拡張 している｡ 著 しい特徴は

第 1に個人経営の小規模商店の発達である｡

これ ら雑貨店経営者には大工,行商,水屋か

ら転身 した者が少なくなかった｡ しかし,転

身できた者でも浮き沈みは激 しく,安定 した

者は一部にすぎない｡職業構造をみると,醜業

婦の正業化を除けば,依然として大工や漁夫,

飲食店が中心 の邦人社会 で あ る [J.M.F.A.

7･1･5.4.海外在留邦人]｡46)最初の日本人商

工会は1914年 (大正 3)大工の棟梁数名が発

起人となってささやかに発足したもので, 4

年後には会員が 950名程度に増え,印刷物を

配布するまでになっている｡

第 2の特徴は,日本の商社企業の進出であ

る｡ 三菱商事マニラ出張所 (1916年, 大正

5), 東洋汽船マニラ出張所 (1917年, 大正

6), 横浜正金銀行マニラ支店 (1918年, 大

正 7), 棉麻通商マニラ出張所 (1919年, 大

正 8), 伊藤忠商店から独立 した大同貿易マ

ニラ支店 (1920年,大正 9)設立のほか三井

物産マニラ出張所のマニラ支店-の昇格,小

倉貿易,楢崎商店の進出もこのころである｡

1900年から1918年までの日本に本店をもつ日

本企業のフィリピン政府登録数は計11件,投

資総額124百万円,1920年では計16件,151.5百

45)直接貿易に従事したのは,三井物産,伊藤忠商
店,太田興業,田川商会のはか,大阪バザー,
日本バザー,ジャパニーズ･バザー,森自転車
商会,山本鶴次郎写真店,井原家書商店,小林
源造商店 (神戸バザー)など【元吉 1919:付
録,TheListofthelmportersoftheJapanese
GoodsintheI'.Ⅰリ9-17]｡
46)1919年6月30日現在のマニラ本邦人2,068名の
主な職業は大工職391名,漁夫253名,料理店･
飲食店125名,家事被庸人125名,料理人51名な
どである｡

412

万円にのぼっている [Stati'sticaZBuZZezz'n

No.2(1920):Table9;Not3(1921):Table

61]｡ ただ欧米資本と違 って全て商業部門の

投資に限られている｡同様に1903年(明治36)

以降の日本人の商標登録件数は1917年 (大正

6)の20件,1918年 (大正 7)の27件がずば

抜けて多い [Zh'd.:No.4:Table69;No.

6:Table61;No.8:Table64]｡47)

このような第 1次大戦以降の在留邦人社会

の発展を象徴する出来事はマニラ領事館の総

領事館昇格 (1919年 5月)ならびにダパオ分

館の設立と,横浜正金銀行マニラ支店の開設

である｡正金の進出は日比貿易の増大に注目

した正金,輸出奨励による産業育成をはかる

日本政府,南洋-の資本進出に関心をもつ日

本の実業家の一致とマニラの大手会社の稜極

的な誘致工作の結果であった [横浜正金鋭行

1976:466;附録乙巻,307]｡田川商店や日本

バザーは正金進出に尽力をつ くし,田川は華

僑系貿易商に正金の紹介の労をとったという

[金ケ江 1968:201;元吉 1919:3]｡

為替銀行である横浜正金のマニラ進出は商

社や大会社に金融上の援助という恩恵をもた

らしたが,大多数の個人商店は恩恵をうける

ことにならなかった｡ ｢簡易ナル金融機関,

商業銀行ノ設立｣と低利の資金調達の要望は

高 く,華僑商のように約束手形で長期決済の

商取引のできるよう, ｢今少 シ正金マニラ支

店 ヲシテ輸出入業者ナラサル地方在留ノ商人

-モ厚意的援助｣を切望する声が強かった｡

これら小売店は依然として高利の頼母子講を

唯一の資金調達機関としていた｡こうした個

人商店にはまだまだ ｢計上スルコ トナイホ ド

微細ナモノ多シ｣というのが実 情 で あ った

[J･M.F.A.3.4.6.8.在南洋邦人]｡

47)日本人による商標登録の年度別件数は,1903
(ll),1909(5),1910(1),1911(3),1912(3),
1913(10),1914(4),1915(2),1916(6),1917
(20),1918(27),1919(2),1920(1),1922(9),
1923(17),1924(7)である｡
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表 5 (巻末)は1894年から1921年までのマ

ニラの主要商店を創立年別に示 したものであ

る｡これは,1922年 (大正11)10月 5日現在

で,マニラ日本総領事館がフィリピン全島の

日本人経営者 113名を調査 した回答からマニ

ラ市のみをとり出し,さらに他の資料で補填

して作成 して得た63店である｡ これには取引

高 1万円以下の商店は含まれず,また閉店し

たものも多 くあるので必ず しも網羅的ではな

いが,1917年から1919年に多 くの商店が設立

されていること,大会社と零細商店の差が大

きいこと,地域的拡大などが読みとれる｡

2 南洋商事-の改組

表 5では田川商店は南洋商事のマニラ支店

に継承されている｡この取引高 120万ペソ,

資本金 200万円は,改組以前の1917年 (大正

6) 1月 1日現在のある報告の 取引高 120′-

150万円とほぼ同じで ある｡ この報告 では

マニラの取引高10万円以上の日系会社は11あ

り,三井物産500万円,伊藤忠商店300万円,

太田興業 250万円に田川商店が次いでいる｡

バザーでは大賀商店 (雑貨輸入業)25万円,

日本バザー16万円,松井商会16万円などが筆

頭格であった [鎌田 1922:72]｡

田川商店は第 1次大戦後,ロサ リオ街から

サン･ニコラス区バラッカ街 (Barraca,Sam

Nicolas)-移転 し, 元倉庫会社の倉庫を買い

とって,1階を倉庫に,2階を事務所にあて,

日本人社員 8名,フィリピン人社員 5名,常

雇･人夫35名をおいていた [南洋年鑑 1918:

293]｡マニラ本店の支配人に盤路信一･を,1917

午 (大正 6)に設立 した神戸支店 (神戸市三

ノ宮町-丁目58)の支配人には秋山巌を配 し,

主な社員には中島茂,長谷川寿,西野正男な

どがいた｡48)輸入品目は以前にも増 して多岐

にわたり,綿布,麦程真田,洋紙,メリヤス,

セメント,肥料,雑穀など,マニラからの輸

出はマニラ麻 (真田用,製鋼用),コプラ,コ

プラ池,砂糖,貝類,煙草などである｡

経営としては最高潮のころ,意外にも田川

は引退を考えていたようである｡ 商売の引き

際を大切にする信念がここにもみられる｡そ

して神戸支店設立後,日本とフィリピンの両

国の滞在が 1年ずつになったのは単に仕事の

都合だけでなく日本-の心情的回帰の故であ

ろう[J.M.F.A.3.8.2.283.旅券下附]｡49)健
康を心配 していたともいわれる｡

このため田川商店を吸収する適当な会社を

物色 していた｡他方,兄の茂三郎の戸籍から

分家 して1918年(大正 7)3月15日付で神戸支

店の住所を移 し,同 じ三ノ宮に自宅 もかまえ

た｡その結果,田川は兵庫県人として人事興

信録に 名前が出ることになったのである｡50)

愛娘ホセファを日本人社員と結婚させること

も考えたが,成功 しなかった｡

どのような交渉があったか一切は不明であ

るが,1919年 (大正 8) 1月田川商店は南洋

商事株式会社 (本店東京都京橋区南佐柄木町

5) と吸収合併 し, 同社マニラ支店 となっ

た｡社長は安部幸之助で,田川は常務のひと

りに就任 し,支店は神戸支店と横浜支店の二

つになったが, 営業内容は 田川商店の それ

と全 くかわらないし [南洋年鑑 1920:176],

会社マークも酷似 しているlM.D.B. 1919:

154]｡51)

48)秋山巌は表3にある元マニラ郵便局職員であ
る｡南洋商事マニラ支店社員の規路信一は旗路
･浅野商会を,中島茂は中島茂商店を設立,西
野正男は比律賓木材輸出株式会社支配人に就
任,いずれも第2次大戦までマニラ商業界で活
躍した｡
49)田川の再渡航申請は1915年 (大正4)2月11日,
1917年 (大正6)11月26日,最後の帰国になっ
た1920年 (大正9)1月14日の3回である｡ 1
年ずつの滞在生活については,TeresaZamora,
村上さみ,渡辺勝頼のインタヴューによる.
50)個人の履歴のほか,株式会社田川商店取締役,
直接国税650飴円を払うとある 【人事興信録
た-5]｡株式会社-の改組年月は不明｡
51)田川商店のマークは二重菱形にJM Tを入れた
もの,南洋商事のは二重菱形にN.S.K.を入れ
たもの｡
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田川商店の経営は極めて好調であり,経営

悪化は考えられなかったので,吸収合併は有

利な条件で行われたに違いない｡ しか し,田

川の没後の南洋商事の営業は不況のため,対

日輸入は棉製品が米国製品に食われ,市況不

振で,対日輸出品は麻を第 1とし,はかにみ

るべきものなし,という現状維持の状態であ

る [J･M.F.A･3.4.6.8･在南洋邦人]｡

永年の労苦を癒すための ｢引退｣であるに

せよ,永年の労苦の結晶である田川商店の名

前や社長の地位に何 ら固執せず,後継者に血

縁者 もすえず,実質をとった実際精神には驚

くはかない｡既成の産物に安住 したり,既定

の軌道に固執 しない性質は,田川の天性のも

のであったといわねばならない｡

仕事の上で ｢引退｣を考えていたのである

から,在留邦人社会の指導的立場に立つこと

もなくなった｡日本の大企業の支店長 らが増

えた中で,教育のない田川の役割は終ったの

である｡1915年 (大正4)ごろのマニラ日本

人の再組織は日本人学校設立を契機としてお

り,該当者のいない田川には関係がなかった｡

1918年 (大正7)のミイタナオ倶楽部の設立

はマニラ日本商業界にとって画期的であった

が,草分けとして発起人に名をつ らねただけ

で,52)実際に設立準備に奔走 したわけではな

かった｡ 最 も不可解なのは1917年 (大正 6)

11月 の太田恭三郎の葬儀 (マニラ) と南天

寺の哀悼式 (マニラ)に花環 も弔電も弔辞も

寄せていないことである｡ 神戸の葬儀に神戸

支店長秋山が会葬 しているのみである [井上

1927:312-347]｡田川は同年11月26日付でマ

52)大正5年立太子遥拝式を実機に設立に着手,マ
テテ区ペンシルベニア街1532番に大正7年4月
23日落成｡太田恭三郎が土地を提供した｡ミン
ダナオの旧名ミイタナオにちなんで,発起人の

三井物産 (ミ),伊藤忠 (イ),田川商店 (メ),
楢崎商店 (チ),太田興業または小倉貿易 (オ)
の頭文字をとって命名されたという [比律賓年
鑑 1936;327-329]｡
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ニラの日本領事館へ再渡航の申請をしている

ので,当時はマニラ滞在中であったと考えら

れるが,11月 4日の哀悼式の参列者の記帳に

もその他一切に氏名はない [同所]｡53)事情は

不明であるが,すでに田川がマニラの在留邦

人社会の指導者の立場にいなかったことだけ

は確かである｡

晩年の田川の像は鮮明ではない｡そして最

期は,その信念に相応 しく,1920年(大正 9)

10月8日,神戸の自宅で突然に訪れた｡死因

は心臓発作といわれるが,確かではない｡マ

ニラの妻と娘に国際電話がかけられ,娘は電

話口で失神 したという｡ 葬儀は神戸とマニラ

の両方で行われ,マニラの教会をかたどった

墓には莫大な金が投 じられた｡田川未亡人は

普通の家庭婦人であったので,南洋商事の株

は全て処分 し,藤田尾の別荘も茂三郎に渡 し

た｡その後の南洋商事マニラ支店について知

る人はほとんどいない｡

一方,日本バザ-は多額の負債を負 った三

峰乙吉の手から1922年 (大正11)親戚の金ケ

江清太郎の手に移る｡ 金ケ江は母が三峰らの

遠縁にあたり,1909年 (明治42)田川や叔父

の坂本益五郎を頼って15才で 渡比 した｡ 当

時は坂本益五郎が田川商店のセブ一支店を譲

りうけて開いたジャパニーズ ･バザーの経営

を叔父の死後引き継いでいた｡田川の親族は

図 2にあるように,多 くがフィリピンに渡っ

た｡54)田川商店から送り出された商人の数も

数え切れないが,最初にまいた種の日本バザ

ーは血縁者の手で第 2次大戟中までマニラで

繁栄 し続けた [金ケ江 1968]｡1898年からの

53)田川は漢字では自分の名前を完全に書けなかっ
たが,ローマ字では書けたので記帳できるはず
である｡渡辺勝頼のインタヴュー (1980年3月
17日)0
54)三峰乙吉夫婦,重三郎夫婦,坂本益五郎夫婦の
はか,茂三郎の長男安五郎も一時渡比,弟森吉

はトラホームのためマニラで上陸拒否されたと
いう｡村上きみのインタヴュー (1977年11月20
日)0
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太字はマニラで雑貨,貿易に従事した者

図 2 田川森太郎の日本側親族

米債下のマニラ日本人商業界の中心に田川森

太郎,三峰乙吉,そして金ケ江清太郎がいた

ことは忘れられてはならない｡

Ⅴ 心 情 的 回 帰

田川森太郎の実際性 と即決力は仕事,生活

を問わず顕著にみられたところである｡人柄

の寛容性と温厚さもまた誰 もが指摘するとこ

ろである｡ 自分の民族の行動様式を必ずしも

自己の行動規範として固執 しなかったばかり

でなく,社員や家族にそれらを強制すること

も,激昂 して叱責することもなかった｡まし

て異文化ゆえの叱責や倣慢さはみられなかっ

た ｡

家庭生活は完全にフィリピン式で,タガ ロ

グ語とフィリピン料理の毎 日であった｡ ひと

り娘のホセファを演愛 し,望むところは全て

T1

滴

1

(不明)

坂

本…苫

丁

-

み
ね益五郎
清
太
郎

金
ケ

江衛助

な
つ
子

美 照 城 清
紀 子 治 彦
千

かなえた｡幼少の娘のために,連日のように

隣近所の遊び友だちを自ら自宅へ連れ帰 った

という｡ 勝気で活発に育ったホセファはマニ

ラ初の女性運転免許所持者となり,父はキャ

デラックを買い与えた｡55)父の急死の時,ま

だラ ･コンコルディア (LaConcordia)大学

の学生であった娘は,翌年 5月に結婚 し,父

の急死が早婚の原因であったとのちに述懐 し

た｡56)ホセファは父の血を受け継いで実業の

才覚に恵まれ,第 2次大戦前まで映画事業界

で活躍 した｡

田川はまた温情の厚い人であった｡行き場

のない親族はフィリピン人,日本人を問わず,

引きとって面倒をみていた｡ 妻の妹ロレンテ

ィーナ (Lorentina)のふたりの遺児は家族間

55)TeresaZamoraのインタヴュー (1979年 9月20

日)0
56)BettyImperial,JosefinadeDios (田川の孫)
のインタヴュー (1978年2月19日)0
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様に育てた｡57)1907年 (明治40)3月に母 ヨ

ネが,続いて 6月に弟森吉がロシアの奥地で

亡 くなると,残された妻子の経済的面倒をみ

た｡多 くの行き場のない知人 ･縁者の世話を

した点を,単に経済力や文化的慣習に帰する

ことはできない｡58)

田川の富裕さは高級住宅地のマラテ区のシ

ンガロン街とペンシルベニア街の問の一区画

を しめる大邸宅からも窺われる｡ 敷地内に自

宅のはか,横浜正金銀行の社宅に提供 してい

た 2棟,テニス ･コー トがあり,ホセファは

サヤの裾をひるがえしてテニスに興 じたとい

う ｡

藤田尾には狭い海岸か らの登 り口に純和風

の別荘を建てている｡マニラか らとり寄せた

黒檀紫檀のこの別荘は8畳 2問, 6畳 2間の

手狭なつ くりで,墓参りの一時滞在用であっ

た｡59)

田川はしか しなが ら,郷土に名士として錦

を飾 り,名を残そうとはしなかったようであ

る｡ 田川にとって家族的恭順の頼 りどころは

マニラにあった し,経済 ･社会的名誉 もマニ

ラにあった｡日本や藤田尾はこれ らのものを

与えてはくれなかった｡ しか し青年期か らの

長い流浪と異文化生活が日本への心情を渇望

させ,心の奥は心情的日本へ回帰 していたの

であろう｡晩年までそっとひらがなの練習を

していたという｡実業か らの実質的引退や神

戸とマニラの半分ずつの生活はこうした心情

的日本-の心の回帰をもって初めて理解でき

る｡

57)ビクトリアナの妹 ロレンティーナはマ リア

(Maria)とセベロ (Cevero)を残して若死にし

た｡セベロは田川商店の会計係として働いたの
ち,独立した｡01ympia,Manuel,LuisadeRo∑as

(セベロの子供)のインタヴュー (1979年 9月
18日)0

58)｢おじさんはとてもやさしい人であった｣とい
う｡村上きみのインタヴュー (1977年11月20
日)0

59)この別荘は現在も長崎市小ケ倉町にある｡
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表 5 創立年別主要マニラ日本人商業,1894-1921

創 立 年 月 】商店,会社

1895】明28-40

竺oiL竺3_5I竺
･帥‥･･(..-}lJl:'il.i-,('ilt:
(明35-40)M

8.26
ll.23)

日本バザー

三井物産㈱
香港支店
マニラ出張所

マニラ･バザー

7 恒 =時計店

膚需品孟 トラン

経営者
責任者
1

倭記祭慧鮎 ノン

ド区プラサ･モラガ
26-28-バラカ
ド庄プラL+LL･モラガ

井上 泰主義二三貰雪Z:子吉;ヲ3'3.All
区議 妄軒 幅 テラ耳丁盲盲雪

小川 修治】ビノンド区 エ ス コルク117
村岡伊平治サ ンバロク区マリン

苧松井商会(合名)≡松井国

9 順 至の大阪バ)

竺竺上空

1906l 明39

日本バザー

1 高-舟.･r･.,T-ロー

】山本入墨店

軒丁
附 .Ⅷ

明42(明44)N
明43

1911【明44

沢松
森

サンバロク区ア荘王道
ンタ･クルス区エチャゲ(大
8)

福田 太吉
新谷武右門
主画一乙膏
井上直太郎
(44年まで)

本店 1鳳 1,000万l円l 比

ビノン ド区 プラサ ･モラガ
18-22

トンド区タボラ753

山本権四郎

宣 二三:一子請 .:.,

車重 二

野口雨曇

3 恒 旅館N

サンタ･クノレス
ス315

区ピーゴメ

恒崎 新中 ラテ区シンガロン1261
レデズマ

恒 口 貿三甘露_D67'区レガルタ,マ]
ビノンド区エスコルタ-ボ
ブレラ(明43)-バラカ (明
44.2)-アンロアゲ (明44)
-→ホアン･ルナ451(大 1.
10)

開 清吉キャボ区イダルゴ1089,
｣圃 】ーイシ･1091,1093
児島 国松.トリ｣ー+r一!-1)_.1J､.1～rこ7______ lJI

岸本商店(合資)尿墓 若君 ビノンド区ロハス.ビル
8 1藤川旅館 桓川 兼早 キャポ区メンドサ106

㍗

讐 宴悪鮎 )7届空気三郎
l

太由奥兵藤~
マニラ支店屋竺畠太雨

ttJ 竺 還 壷 )小林 源造恒 タ･ク-ス区エ㌍ _F]

竺 ｣竺二 竺空 竺座竺竺L呈妄言,LS_379王墓171)2三2二
太 陽 バザー
(サン･ス トア)

西教 外治艶 12g,'･vBiI撃:17il三㌢
し横浜商会 加藤 清一36ンタ~:-1PlLjLJス区エチャゲ
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2,000
比

JiJ:Jl

__ __ヱ露呈

1万2,0琵i

響 _?_oROL2_雪子_Io_opoL

10万
上ヒ

13!JJJ1 16.rJJj1
5万!9万7,000円! 円

用比iSPjjI葦摘円

5
,000

円

5,500

円

7万5,000

比

比t 比

:;'J':'･";L'l… 普=Jjl･HiJ.u

419
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(3)匝相国三郎商店匝村国三和 ンド区タボラ767 I 3歪l 12歪E 5,0琵

高橋 音域 夏三言'I;70651?4'轟

恒川 元治巨 コ区レガルタ346 I 5･0毘l 3歪F 4･0呈2

0.N.ノヾザ■- 往古佐一郎
サンバロク区 アスカ ラガ
1749,イントラムラス区レ
アノレ

3,000
比

サンタ ･ クルス区 リサー
713 4万3･0呈216万6･6呈2

4,400
比

座

や ントラムラス区レアル

3 i横浜雪讐 支店桓内 和輯 妄言 ド区プラサ

3 rデアル六ザ_fJ順 八両芸;94.'7クルス区 リ

ノヾレノセ

レノ‥サ

2万8･0那 万5･00lqOl1万5,00FqO

5,000
円
2,000
比

万
円
3

･o 桓橋兄弟商会 桓橋 昌三15JF.7yタ .クルス区 .)サ ルI 2歪
~~~-~~!ロサ リオ

C.H.バザー

恒 田 重則恒 ンド区ロサリオ119

匪鍋千代亘118γ トラム ラス区 レア'Vil

万
円
3

5,500
比

万5,00｡OL1万2,00lqOi2,00p]0
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恒淵 倭男

瞳路 ･浅野商 会
(合名)

大面賀易 .-
マニラ支店

(笠藤忠より独)

L6iT6ンタ.クルス区エチャ

麺路 信一⊇ビノ ン ド区 ホア ン ･ルナ
浅野孝之助極47

由 長由助
ビノンド区ホアン･ルナ

事変ー【ー-｢ ビノン下区高一テラTjiTjI
I竺 アヤZy%資娼 菩 l4Ed ン 竺 竺 こ ●;I

髄腔覧理店)E 恒 ポ区レヒドール335

習奇警三屋イス転 意124.(トラム ラス区 レアルE
東京 ･京都
バザー

中村貿易面ー
wl名和 主-

19211大10 マニラ支店

(墓蛋商店より)

3 旧光バザーF

渡辺 勝頼肯4/2ンド区レイナ .レへン

喜土生田
】 和惣治

9 li井氷店 Li井
東京グローサリ-F,W
ゼネラル ･フ ァ
ーティライザー･サプライW
(小林肥料店)

ビノンド区アスカラガ556
忠一:パコ区ダー ト
学画キャポ区イダルゴ625

小林 勇児け ンパロ ク 区 ラ オ ン 540

1万2,0琵i6万1･840比

1万
比

7,500
比

3,000
比

10万円

2万
比

2万7,000
比

jl

r

葡
矧

i⊆
｢
-

1

*取引高 ･純益は大正10年現在
出典 :J.M･F･A･[3･4･6･8.在南洋邦人]より作成
C CommerciaZHandboohl1924] F 比律賓年鑑 [1936-1939] M 村岡 [1960]

N 南洋年鑑 【1918,19201 W 渡辺 【1935】
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8,465

ほ
比

元
比
一
3
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